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(57)【要約】
【課題】ヒートポンプサイクルの作動制御による影響を
抑えつつ、圧縮機の排熱を簡易な構成で有効に活用可能
なヒートポンプシステムを提供する。
【解決手段】ヒートポンプシステム１は、ヒートポンプ
サイクル１０と、高温側熱媒体回路２０と、低温側熱媒
体回路３０と、室内空調ユニット５０を有して構成され
ている。ヒートポンプサイクル１０は、冷媒を圧縮して
吐出する圧縮機１１と、圧縮機１１にて圧縮された高圧
冷媒の熱を放熱する水－冷媒熱交換器１２と、水－冷媒
熱交換器１２から流出した高圧冷媒を減圧させる吸熱用
膨張弁１５ｂと、吸熱用膨張弁１５ｂにて減圧された冷
媒を蒸発させて吸熱するチラー１８と、を有している。
高温側熱受容部としての高温側熱媒体回路２０は、圧縮
機１１の排熱を回収する為の高温側回収部２５を有して
おり、高温側回収部２５で回収した圧縮機１１の排熱を
高圧冷媒側に放熱させる。
【選択図】図１



(2) JP 2019-100688 A 2019.6.24

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、前記圧縮機にて圧縮された高圧冷媒の熱を
放熱する放熱器（１２）と、前記放熱器から流出した高圧冷媒を減圧させる減圧部（１５
ａ、１５ｂ）と、前記減圧部にて減圧された冷媒を蒸発させて吸熱する吸熱器（１６、１
８）と、を有するヒートポンプサイクル（１０）と、
　前記圧縮機の排熱を回収する回収部（２５、３５）と、
　前記回収部で回収された熱を前記高圧冷媒側に放熱させる高温側熱受容部（２０）、及
び、前記回収部で回収された熱を前記低圧冷媒に吸熱させる低温側熱受容部（３０）の少
なくとも一方を有するヒートポンプシステム。
【請求項２】
　前記高温側熱受容部は、前記放熱器にて高圧冷媒と熱交換する高温側熱媒体が循環する
高温側熱媒体回路（２０）であり、
　前記回収部は、前記圧縮機の排熱を前記高温側熱媒体と熱交換させて回収する高温側回
収部（２５）を有する請求項１に記載のヒートポンプシステム。
【請求項３】
　前記高温側熱媒体回路は、
　前記高温側熱媒体を熱交換対象流体と熱交換させて、前記熱交換対象流体を加熱するヒ
ータコア（２２）と、を有する請求項２に記載のヒートポンプシステム。
【請求項４】
　前記低温側熱受容部は、前記吸熱器における低圧冷媒の蒸発にて吸熱される低温側熱媒
体が循環する低温側熱媒体回路（３０）であり、
　前記回収部は、前記圧縮機の排熱を前記低温側熱媒体と熱交換させて回収する低温側回
収部（３５）を有する請求項１ないし３の何れか１つに記載のヒートポンプシステム。
【請求項５】
　前記低温側熱媒体回路は、作動に伴い発熱する発熱機器（３２）の熱を前記低温側熱媒
体に吸熱させて冷却する請求項４に記載のヒートポンプシステム。
【請求項６】
　前記低温側熱媒体回路は、前記低温側熱媒体と外気とを熱交換させる低温側ラジエータ
（３３）を有する請求項４又は５に記載のヒートポンプシステム。
【請求項７】
　前記低温側回収部は、前記低温側熱媒体回路において、前記吸熱器における入口側に配
置されている請求項４ないし６の何れか１つに記載のヒートポンプシステム。
【請求項８】
　前記ヒートポンプサイクルは、
　前記減圧部にて減圧された冷媒を蒸発させて吸熱させる第１吸熱器（１８）と、
　前記第１吸熱器とは異なる位置において、前記減圧部にて減圧された冷媒を蒸発させて
吸熱させる第２吸熱器（１６）と、を有する請求項１ないし７の何れか１つに記載のヒー
トポンプシステム。
【請求項９】
　前記圧縮機の排熱を蓄熱する蓄熱部（４０）を有し、
　前記回収部は、前記蓄熱部に蓄熱された熱を回収する請求項１ないし８の何れか１つに
記載のヒートポンプシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヒートポンプサイクルを有するヒートポンプシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ヒートポンプシステムは、ヒートポンプサイクル（即ち、蒸気圧縮式の冷凍サイ
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クル）を有しており、ヒートポンプサイクルの作動を制御することで、種々の熱媒体の温
度を調整している。
【０００３】
　このようなヒートポンプサイクルは、例えば、車両用空調装置に適用されており、熱交
換対象流体である送風空気の温度を調整することで、車室内の快適性を向上させている。
当該車両用空調装置において、外気からの吸熱の他に、車載機器等を冷却する為の冷却水
回路の冷却水から冷凍サイクルの冷媒へ吸熱するように構成されたものが知られている。
【０００４】
　このような車両用空調装置に関する発明として、例えば、特許文献１に記載された発明
が知られている。特許文献１に係る空気調和装置では、冷凍サイクルの蓄熱運転時に、圧
縮機で発生した熱を、その周囲に配置された蓄熱材に蓄熱するように構成されている。
【０００５】
　特許文献１では、冷凍サイクルのデフロスト運転時には、蓄熱材に蓄熱された熱が、蓄
熱配管を介して接続された蓄熱熱交換器にて、室外熱交換器へ向かう冷媒の気化に用いら
れる。当該空気調和装置では、この気相冷媒が室外熱交換器に送られることで、室外熱交
換器の除霜が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－２４１１２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載された発明の場合、圧縮機で生じた熱を蓄熱する際に
は、冷凍サイクルの作動を蓄熱運転に切り替え、蓄熱材に蓄熱した熱を利用する場合には
、冷凍サイクルの作動をデフロスト運転に切り替える必要が生じる。即ち、圧縮機で生じ
た熱を活用する際に、冷凍サイクルの作動を逐次切り替えなければならなかった。
【０００８】
　又、特許文献１に記載された空気調和装置では、蓄熱運転やデフロスト運転等の運転態
様を切り替える際に、サイクル構成を切り替えている。このサイクル構成の切り替えを実
現するために、四方切替弁や複数の電磁弁等が配置されており、冷凍サイクルの構成とし
て複雑になってしまっていた。
【０００９】
　本発明は、これらの点に鑑みてなされており、ヒートポンプサイクルの作動制御による
影響を抑えつつ、圧縮機の排熱を簡易な構成で有効に活用可能なヒートポンプシステムを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記目的を達成するため、請求項１に記載のヒートポンプシステムは、
　冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、圧縮機にて圧縮された高圧冷媒の熱を放熱
する放熱器（１２）と、放熱器から流出した高圧冷媒を減圧させる減圧部（１５ｂ）と、
減圧部にて減圧された冷媒を蒸発させて吸熱する吸熱器（１８）と、を有するヒートポン
プサイクル（１０）と、
　圧縮機の排熱を回収する回収部（２５、３５）と、
　回収部で回収された熱を高圧冷媒側に放熱させる高温側熱受容部（２０）、及び、回収
部で回収された熱を前記低圧冷媒に吸熱させる低温側熱受容部（３０）の少なくとも一方
を有する。
【００１１】
　当該ヒートポンプシステムによれば、ヒートポンプサイクルの作動制御に関わらず、ヒ
ートポンプサイクルにおける圧縮機の排熱を回収部にて回収することができる。そして、
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当該ヒートポンプシステムは、回収部にて回収された圧縮機の排熱を、高温側熱受容部、
及び、低温側熱受容部の何れか一方を介して、ヒートポンプサイクル側にて有効活用する
ことができる。即ち、当該ヒートポンプシステムは、ヒートポンプサイクルの作動モード
に関わらず、簡易な構成で圧縮機の排熱を有効に活用することができる。
【００１２】
　尚、この欄および特許請求の範囲で記載した各手段の括弧内の符号は、後述する実施形
態に記載の具体的手段との対応関係を示すものである。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】第１実施形態に係るヒートポンプシステムの全体構成図である。
【図２】第１実施形態における高温側回収部の構成を示す説明図である。
【図３】第１実施形態に係るヒートポンプシステムの制御系を示すブロック図である。
【図４】第１実施形態に係るヒートポンプシステムの第１変形例を示す構成図である。
【図５】第１実施形態に係るヒートポンプシステムの第２変形例を示す構成図である。
【図６】第１実施形態に係るヒートポンプシステムの第３変形例を示す構成図である。
【図７】第２実施形態に係るヒートポンプシステムの構成図である。
【図８】第２実施形態に係るヒートポンプシステムの変形例を示す構成図である。
【図９】第３実施形態に係るヒートポンプシステムの構成図である。
【図１０】第４実施形態に係るヒートポンプシステムの構成図である。
【図１１】本発明における熱回収部の変形例を示す構成図である。
【図１２】本発明における高温側熱媒体回路の変形例を示す構成図である。
【図１３】本発明における蓄熱部の変形例を示す構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について図に基づいて説明する。以下の実施形態において、互
いに同一もしくは均等である部分には、図中、同一符号を付してある。
【００１５】
　（第１実施形態）
　先ず、本発明の第１実施形態について、図１～図３を参照しつつ説明する。第１実施形
態では、本発明に係るヒートポンプシステム１を、車両走行用の駆動力を走行用電動モー
タから得る電気自動車に適用している。当該ヒートポンプシステム１は、電気自動車にお
いて、空調対象空間である車室内の空調を行う機能や、バッテリ等を含む車載機器３２の
温度を適切な温度に調整する機能を果たす。
【００１６】
　そして、当該ヒートポンプシステム１は、車室内の空調を行う運転モードとして、冷房
モードと、暖房モードと、除湿暖房モードとを切り替えることができる。冷房モードは、
車室内へ送風される送風空気を冷却して車室内へ吹き出す運転モードである。暖房モード
は、送風空気を加熱して車室内へ吹き出す運転モードである。除湿暖房モードは、冷却し
て除湿された送風空気を再加熱して車室内へ吹き出す運転モードである。
【００１７】
　尚、当該ヒートポンプサイクル１０では、冷媒として、ＨＦＣ系冷媒（具体的には、Ｒ
１３４ａ）を採用しており、高圧側冷媒圧力が冷媒の臨界圧力を超えない亜臨界冷凍サイ
クルを構成している。冷媒には、圧縮機１１を潤滑する為の冷凍機油が混入されている。
冷凍機油としては、液相冷媒に相溶性を有するＰＡＧオイル（ポリアルキレングリコール
オイル）が採用されている。冷凍機油の一部は、冷媒と共にサイクルを循環している。
【００１８】
　次に、第１実施形態に係るヒートポンプシステム１の具体的構成について、図１を参照
しつつ説明する。当該ヒートポンプシステム１は、ヒートポンプサイクル１０と、高温側
熱媒体回路２０と、低温側熱媒体回路３０と、室内空調ユニット５０と、制御装置６０を
有している。
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【００１９】
　初めに、ヒートポンプシステム１におけるヒートポンプサイクル１０を構成する各構成
機器について説明する。当該ヒートポンプサイクル１０は、蒸気圧縮式の冷凍サイクル装
置である。
【００２０】
　圧縮機１１は、ヒートポンプサイクル１０において、冷媒を吸入し、圧縮して吐出する
ものであり、本発明における圧縮機に相当する。圧縮機１１は、車両ボンネット内に配置
されている。
【００２１】
　圧縮機１１は、吐出容量が固定された固定容量型の圧縮機構を電動モータにて回転駆動
する電動圧縮機である。圧縮機１１は、後述する制御装置６０から出力される制御信号に
よって、回転数（即ち、冷媒吐出能力）が制御される。尚、圧縮機１１の外側には、圧縮
機１１の排熱を回収する為に、本発明における回収部に相当する構成が配置されている。
この点については後に詳細に説明する。
【００２２】
　当該圧縮機１１の吐出口には、水－冷媒熱交換器１２の冷媒通路の入口側が接続されて
いる。水－冷媒熱交換器１２は、圧縮機１１から吐出された高圧冷媒と高温側熱媒体回路
２０を循環する高温側熱媒体とを熱交換させ、高温側熱媒体を加熱する熱交換器である。
【００２３】
　当該水－冷媒熱交換器１２は、本発明における放熱器に相当する。そして、高温側熱媒
体としては、エチレングリコールを含む溶液、不凍液等を採用することができる。
【００２４】
　水－冷媒熱交換器１２の冷媒通路の出口には、冷媒分岐部１４ａの冷媒流入口側が接続
されている。冷媒分岐部１４ａは、水－冷媒熱交換器１２から流出した高圧冷媒の流れを
分岐するものである。冷媒分岐部１４ａは、互いに連通する３つの冷媒流入出口を有する
三方継手構造となるように形成されており、３つの流入出口の内の１つを冷媒流入口とし
、残りの２つを冷媒流出口としたものである。
【００２５】
　冷媒分岐部１４ａの一方の冷媒流出口には、冷却用膨張弁１５ａを介して、室内蒸発器
１６の冷媒入口側が接続されている。冷媒分岐部１４ａの他方の冷媒流出口には、吸熱用
膨張弁１５ｂを介して、チラー１８の冷媒入口側が接続されている。
【００２６】
　冷却用膨張弁１５ａは、少なくとも冷房モード時及び除湿暖房モード時に、冷媒分岐部
１４ａの一方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる冷却用減圧部である。当該冷却
用膨張弁１５ａは、本発明における減圧部を構成する。又、冷却用膨張弁１５ａは、室内
蒸発器１６へ流入する冷媒の流量を調整する冷却用流量調整部としても機能する。
【００２７】
　冷却用膨張弁１５ａは、電気式の可変絞り機構であり、弁体と電動アクチュエータとを
有している。即ち、冷却用膨張弁１５ａは、いわゆる電気式膨張弁によって構成されてい
る。当該冷却用膨張弁１５ａの弁体は、冷媒通路の通路開度（換言すれば絞り開度）を変
更可能に構成されている。電動アクチュエータは、弁体の絞り開度を変化させるステッピ
ングモータを有している。
【００２８】
　当該冷却用膨張弁１５ａは、制御装置６０から出力される制御信号によって、その作動
が制御される。そして、当該冷却用膨張弁１５ａは、絞り開度を全開した際に冷媒通路を
全開する全開機能と、絞り開度を全閉した際に冷媒通路を閉塞する全閉機能を有する可変
絞り機構で構成されている。
【００２９】
　つまり、冷却用膨張弁１５ａは、冷媒通路を全開にすることで冷媒の減圧作用を発揮さ
せないようにすることができる。又、当該冷却用膨張弁１５ａは、冷媒通路を閉塞するこ
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とで、室内蒸発器１６に対する冷媒の流入を遮断することができる。即ち、冷却用膨張弁
１５ａは、冷媒を減圧させる減圧部としての機能と、冷媒回路を切り替える回路切替部と
しての機能とを兼ね備えている。
【００３０】
　冷却用膨張弁１５ａの出口には、室内蒸発器１６の冷媒入口側が接続されている。室内
蒸発器１６は、少なくとも冷房モード時及び除湿暖房モード時に、冷却用膨張弁１５ａに
て減圧された低圧冷媒と送風空気とを熱交換させて低圧冷媒を蒸発させ、送風空気を冷却
する冷却用蒸発器である。
【００３１】
　そして、室内蒸発器１６は、室内空調ユニット５０のケーシング５１内に配置されてい
る。即ち、室内蒸発器１６は、本発明における吸熱器を構成し、本発明における第１吸熱
器又は第２吸熱器の何れか一方に相当する。
【００３２】
　当該室内蒸発器１６の冷媒出口には、蒸発圧力調整弁１７の入口側が接続されている。
蒸発圧力調整弁１７は、室内蒸発器１６における冷媒蒸発圧力を予め定めた基準圧力以上
に維持する蒸発圧力調整部である。蒸発圧力調整弁１７は、室内蒸発器１６の出口側の冷
媒圧力の上昇に伴って、弁開度を増加させる機械式の可変絞り機構によって構成されてい
る。
【００３３】
　尚、当該蒸発圧力調整弁１７は、室内蒸発器１６における冷媒蒸発温度を、室内蒸発器
１６の着霜を抑制可能な基準温度（本実施形態では、１℃）以上に維持するように構成さ
れている。
【００３４】
　当該蒸発圧力調整弁１７の出口には、冷媒合流部１４ｂの一方の冷媒流入口側が接続さ
れている。冷媒合流部１４ｂは、冷媒分岐部１４ａと同様の三方継手構造のもので、３つ
の流入出口のうち２つを冷媒流入口とし、残りの１つを冷媒流出口としたものである。図
１に示すように、当該冷媒合流部１４ｂは、蒸発圧力調整弁１７から流出した冷媒の流れ
とチラー１８から流出した冷媒の流れとを合流させるものである。
【００３５】
　ここで、冷媒分岐部１４ａにおける他方の冷媒流出口には、吸熱用膨張弁１５ｂが接続
されている。吸熱用膨張弁１５ｂは、少なくとも暖房モード時及び除湿暖房モードに、冷
媒分岐部１４ａにおける他方の冷媒流出口から流出した液相冷媒を減圧膨張させる吸熱用
減圧部である。当該吸熱用膨張弁１５ｂは、本発明における減圧部として機能する。
【００３６】
　そして、吸熱用膨張弁１５ｂは、チラー１８へ流入する冷媒の流量を調整する吸熱用流
量調整部として機能する。当該吸熱用膨張弁１５ｂの基本的構成は、冷却用膨張弁１５ａ
と同様である。つまり、吸熱用膨張弁１５ｂは、電気式の可変絞り機構であり、弁体と電
動アクチュエータとを有している。そして、吸熱用膨張弁１５ｂは、冷却用膨張弁１５ａ
と同様に、全開機能と全閉機能を有している。
【００３７】
　つまり、吸熱用膨張弁１５ｂは、冷媒通路を全開にすることで冷媒の減圧作用を発揮さ
せないようにすることができ、冷媒通路を閉塞することでチラー１８に対する冷媒の流入
を遮断することができる。即ち、吸熱用膨張弁１５ｂは、冷媒を減圧させる減圧部として
の機能と、冷媒回路を切り替える回路切替部としての機能とを兼ね備えている。
【００３８】
　吸熱用膨張弁１５ｂの出口には、チラー１８の冷媒入口側が接続されている。チラー１
８は、吸熱用膨張弁１５ｂにて減圧された低圧冷媒と低温側熱媒体回路３０を循環する低
温側熱媒体とを熱交換させる熱交換器である。チラー１８は、吸熱用膨張弁１５ｂにて減
圧された低圧冷媒を流通させる冷媒通路と、低温側熱媒体回路３０を循環する低温側熱媒
体を流通させる水通路とを有している。
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【００３９】
　チラー１８は、少なくとも暖房モード及び除湿暖房モード時に、冷媒通路を流通する低
圧冷媒と水通路を流通する低温側熱媒体とを熱交換させて、低圧冷媒を蒸発させる蒸発部
である。つまり、チラー１８は、少なくとも暖房モード及び除湿暖房モード時に、低圧冷
媒を蒸発させて低温側熱媒体の有する熱を冷媒に吸熱させる吸熱用の熱交換器である。
【００４０】
　即ち、チラー１８は、本発明における吸熱器を構成し、本発明における第１吸熱器又は
第２吸熱器の何れか他方に相当する。そして、チラー１８の冷媒通路の出口には、冷媒合
流部１４ｂにおける他方の冷媒流入口側が接続されている。そして、冷媒合流部１４ｂの
冷媒流出口には、圧縮機１１の吸入口側が接続されている。
【００４１】
　次に、当該ヒートポンプシステム１における高温側熱媒体回路２０について説明する。
高温側熱媒体回路２０は、高温側熱媒体を循環させる回路である。高温側熱媒体としては
、エチレングリコールを含む溶液、不凍液等を採用することができる。高温側熱媒体回路
２０には、水－冷媒熱交換器１２の水通路、高温側熱媒体ポンプ２１、ヒータコア２２、
高温側ラジエータ２３、高温側流量調整弁２４等が配置されている。
【００４２】
　高温側熱媒体ポンプ２１は、高温側熱媒体を水－冷媒熱交換器１２の水通路の入口側へ
圧送する水ポンプである。高温側熱媒体ポンプ２１は、制御装置６０から出力される制御
電圧によって、回転数（すなわち、圧送能力）が制御される電動ポンプである。
【００４３】
　水－冷媒熱交換器１２の水通路の出口には、高温側流量調整弁２４の１つの流入出口が
接続されている。高温側流量調整弁２４は、３つの流入出口を有し、そのうち２つの流入
出口の通路面積比を連続的に調整可能な電気式の三方流量調整弁である。高温側流量調整
弁２４は、制御装置６０から出力される制御信号によって、その作動が制御される。
【００４４】
　高温側流量調整弁２４の別の流入出口には、ヒータコア２２の流入口側が接続されてい
る。高温側流量調整弁２４のさらに別の流入出口には、高温側ラジエータ２３の流入口側
が接続されている。
【００４５】
　そして、高温側流量調整弁２４は、高温側熱媒体回路２０において、水－冷媒熱交換器
１２の水通路から流出した高温側熱媒体のうち、ヒータコア２２へ流入させる高温側熱媒
体の流量と高温側ラジエータ２３へ流入させる高温側熱媒体の流量との流量比を連続的に
調整する機能を果たす。
【００４６】
　ヒータコア２２は、水－冷媒熱交換器１２にて加熱された高温側熱媒体と室内蒸発器１
６を通過した送風空気とを熱交換させて、送風空気を加熱する熱交換器である。当該ヒー
タコア２２は、本発明におけるヒータコアに相当する。そして、ヒータコア２２は、室内
空調ユニット５０のケーシング５１内に配置されている。ヒータコア２２における水通路
の出口側には、高温側熱媒体ポンプ２１の吸入口側が接続されている。
【００４７】
　高温側ラジエータ２３は、水－冷媒熱交換器１２にて加熱された高温側熱媒体と図示し
ない外気ファンから送風された外気とを熱交換させて、高温側熱媒体の有する熱を外気に
放熱させる熱交換器である。
【００４８】
　高温側ラジエータ２３は、車両ボンネット内の前方側に配置されている。このため、車
両走行時には、高温側ラジエータ２３に走行風を当てることができる。高温側ラジエータ
２３は、水－冷媒熱交換器１２等と一体的に形成されていてもよい。高温側ラジエータ２
３の流出口側には、高温側熱媒体ポンプ２１の吸入口側が接続されている。
【００４９】



(8) JP 2019-100688 A 2019.6.24

10

20

30

40

50

　図１に示すように、高温側熱媒体回路２０において、ヒータコア２２と高温側ラジエー
タ２３は、高温側熱媒体の流れに対して並列に接続されている。従って、高温側熱媒体回
路２０では、高温側流量調整弁２４が、ヒータコア２２へ流入する高温側熱媒体の流量を
調整することによって、ヒータコア２２における高温側熱媒体の送風空気への放熱量、す
なわち、ヒータコア２２における送風空気の加熱量を調整することができる。
【００５０】
　又、高温側熱媒体回路２０は、ヒートポンプサイクル１０における圧縮機１１の排熱を
回収して受容する為の高温側回収部２５を有している。従って、当該高温側熱媒体回路２
０は、本発明における高温側熱受容部に相当すると共に、本発明における高温側熱媒体回
路に相当する。高温側回収部２５の具体的構成については、後に詳細に説明する。
【００５１】
　続いて、ヒートポンプシステム１における低温側熱媒体回路３０について説明する。低
温側熱媒体回路３０は、低温側熱媒体を循環させる熱媒体循環回路である。低温側熱媒体
としては、高温側熱媒体と同様の流体を採用することができる。低温側熱媒体回路３０に
は、チラー１８の水通路、低温側熱媒体ポンプ３１、車載機器３２、低温側ラジエータ３
３、低温側流量調整弁３４等が配置されている。
【００５２】
　低温側熱媒体ポンプ３１は、低温側熱媒体をチラー１８の水通路の入口側へ圧送する水
ポンプである。低温側熱媒体ポンプ３１の基本的構成は、高温側熱媒体ポンプ２１と同様
である。
【００５３】
　そして、チラー１８における水通路の出口側には、低温側流量調整弁３４の流出入口の
一つが接続されている。低温側流量調整弁３４の基本的構成は、高温側流量調整弁２４と
同様である。即ち、低温側流量調整弁３４は、電気式の三方流量調整弁によって構成され
ている。
【００５４】
　低温側流量調整弁３４の別の流入出口には、車載機器３２における水通路の入口側が接
続されている。低温側流量調整弁３４のさらに別の流入出口には、低温側ラジエータ３３
の流入口側が接続されている。
【００５５】
　車載機器３２は、当該電気自動車に搭載され、作動時に発熱する機器によって構成され
ている。当該車載機器３２は、本発明における発熱機器に相当する。車載機器３２は、例
えば、バッテリ、インバータ、充電器、モータジェネレータ等を含んでいる。
【００５６】
　バッテリは、車両に搭載された各種電気機器に電力を供給するものであり、例えば、充
放電可能な二次電池（本実施形態では、リチウムイオン電池）によって構成されている。
インバータは、直流電流を交流電流に変換する電力変換部である。
【００５７】
　そして、充電器は、バッテリに電力を充電する充電器である。モータジェネレータは、
電力を供給されることによって走行用の駆動力を出力すると共に、減速時等には回生電力
を発生させるものである。
【００５８】
　この為、車載機器３２における冷却水通路は、低温側熱媒体を流通させることで、それ
ぞれの機器を冷却できるように形成されている。そして、車載機器３２における冷却水通
路の出口側には、低温側熱媒体ポンプ３１の吸入口側が接続されている。
【００５９】
　当該車載機器３２に含まれる各構成機器の温度は、それぞれ充分な性能を発揮できる適
正な温度帯の範囲内に調整されている必要がある。この為、当該ヒートポンプシステム１
は、車載機器３２の水通路に対する低温側熱媒体の流量を調整することで、車載機器３２
の各機器を適正な温度帯に調整することができる。
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【００６０】
　そして、低温側ラジエータ３３は、低温側流量調整弁３４から流出した低温側熱媒体と
図示しない外気ファンから送風された外気とを熱交換させる熱交換器である。低温側ラジ
エータ３３は、低温側熱媒体の温度が外気よりも高くなっている場合には、低温側熱媒体
の有する熱を外気に放熱させる放熱用の熱交換器として機能する。
【００６１】
　又、低温側流量調整弁３４は、低温側熱媒体の温度が外気よりも低くなっている場合に
は、外気の有する熱を低温側熱媒体に吸熱させる吸熱用の熱交換器として機能する。当該
低温側ラジエータ３３の流出口側には、低温側熱媒体ポンプ３１の吸入口側が接続されて
いる。つまり、低温側ラジエータ３３は、低温側熱媒体回路３０における低温側熱媒体の
流れに関して、車載機器３２と並列に配置されている。
【００６２】
　当該ヒートポンプシステム１は、低温側熱媒体回路３０を利用することで、車載機器３
２の冷却や温度調整を行うと共に、車載機器３２で生じた熱を熱源として活用することが
できる。又、当該ヒートポンプシステム１は、低温側熱媒体回路３０の低温側ラジエータ
３３を利用することで、外気を熱源として利用したり、外気に放熱したりすることができ
る。
【００６３】
　次に、ヒートポンプシステム１を構成する室内空調ユニット５０について説明する。室
内空調ユニット５０は、ヒートポンプシステム１において、ヒートポンプサイクル１０に
よって温度調整された送風空気を車室内の適切な箇所へ吹き出すためのユニットである。
室内空調ユニット５０は、車室内最前部の計器盤（即ち、インストルメントパネル）の内
側に配置されている。
【００６４】
　室内空調ユニット５０は、その外殻を形成するケーシング５１の内部に形成される空気
通路に、送風機５２、室内蒸発器１６、ヒータコア２２等を収容して構成されている。ケ
ーシング５１は、車室内に送風される送風空気の空気通路を形成しており、ある程度の弾
性を有し、強度的にも優れた樹脂（具体的には、ポリプロピレン）にて成形されている。
【００６５】
　図１に示すように、ケーシング５１の送風空気流れ最上流側には、内外気切替装置５３
が配置されている。内外気切替装置５３は、ケーシング５１内へ内気（車室内空気）と外
気（車室外空気）とを切替導入するものである。
【００６６】
　内外気切替装置５３は、ケーシング５１内へ内気を導入させる内気導入口及び外気を導
入させる外気導入口の開口面積を、内外気切替ドアによって連続的に調整して、内気の導
入風量と外気の導入風量との導入割合を変化させることができる。内外気切替ドアは、内
外気切替ドア用の電動アクチュエータによって駆動される。この電動アクチュエータは、
制御装置６０から出力される制御信号によって、その作動が制御される。
【００６７】
　内外気切替装置５３の送風空気流れ下流側には、送風機５２が配置されている。送風機
５２は、遠心多翼ファンを電動モータにて駆動する電動送風機によって構成されており、
内外気切替装置５３を介して吸入した空気を車室内へ向けて送風する機能を果たす。当該
送風機５２は、制御装置６０から出力される制御電圧によって、回転数（即ち、送風能力
）が制御される。
【００６８】
　送風機５２の送風空気流れ下流側には、室内蒸発器１６及びヒータコア２２が、送風空
気の流れに対して、この順に配置されている。つまり、室内蒸発器１６は、ヒータコア２
２よりも送風空気流れ上流側に配置されている。又、ケーシング５１内には、室内蒸発器
１６を通過した送風空気を、ヒータコア２２を迂回させて下流側へ流す冷風バイパス通路
５５が形成されている。
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【００６９】
　室内蒸発器１６の送風空気流れ下流側であって、かつ、ヒータコア２２の送風空気流れ
上流側には、エアミックスドア５４が配置されている。エアミックスドア５４は、室内蒸
発器１６を通過後の送風空気のうち、ヒータコア２２を通過させる風量と冷風バイパス通
路５５を通過させる風量との風量割合を調整するものである。
【００７０】
　エアミックスドア５４は、エアミックスドア駆動用の電動アクチュエータによって駆動
される。この電動アクチュエータは、制御装置６０から出力される制御信号により、その
作動が制御される。
【００７１】
　ヒータコア２２の送風空気流れ下流側には、混合空間５６が設けられている。混合空間
５６では、ヒータコア２２にて加熱された送風空気と冷風バイパス通路５５を通過してヒ
ータコア２２にて加熱されていない送風空気とが混合される。
【００７２】
　更に、ケーシング５１の送風空気流れ最下流部には、混合空間にて混合された送風空気
（空調風）を車室内へ吹き出す開口穴が配置されている。この開口穴としては、フェイス
開口穴、フット開口穴、及びデフロスタ開口穴（いずれも図示せず）が設けられている。
【００７３】
　フェイス開口穴は、車室内の乗員の上半身に向けて空調風を吹き出すための開口穴であ
る。フット開口穴は、乗員の足元に向けて空調風を吹き出すための開口穴である。デフロ
スタ開口穴は、車両前面窓ガラス内側面に向けて空調風を吹き出すための開口穴である。
【００７４】
　これらのフェイス開口穴、フット開口穴、及びデフロスタ開口穴は、それぞれ空気通路
を形成するダクトを介して、車室内に設けられたフェイス吹出口、フット吹出口およびデ
フロスタ吹出口（いずれも図示せず）に接続されている。
【００７５】
　従って、エアミックスドア５４が、ヒータコア２２を通過させる風量と冷風バイパス通
路５５を通過させる風量との風量割合を調整することによって、混合空間にて混合される
空調風の温度が調整される。これにより、各吹出口から車室内へ吹き出される送風空気（
空調風）の温度も調整される。
【００７６】
　そして、フェイス開口穴、フット開口穴、及びデフロスタ開口穴の送風空気流れ上流側
には、それぞれ、フェイス開口穴の開口面積を調整するフェイスドア、フット開口穴の開
口面積を調整するフットドア、デフロスタ開口穴の開口面積を調整するデフロスタドア（
いずれも図示せず）が配置されている。
【００７７】
　これらのフェイスドア、フットドア、デフロスタドアは、空調風が吹き出される吹出口
を切り替える吹出モード切替装置を構成する。フェイスドア、フットドア、デフロスタド
アは、リンク機構等を介して、吹出口モードドア駆動用の電動アクチュエータに連結され
て連動して回転操作される。この電動アクチュエータは、制御装置６０から出力される制
御信号によって、その作動が制御される。
【００７８】
　ここで、第１実施形態に係るヒートポンプシステム１において、高温側熱媒体回路２０
は、ヒートポンプサイクル１０における圧縮機１１の排熱を回収する為に、高温側回収部
２５を有している。この高温側回収部２５の構成について、図１、２を参照しつつ説明す
る。
【００７９】
　高温側回収部２５は、高温側熱媒体回路２０を循環する高温側熱媒体に対して圧縮機１
１の排熱を吸熱させることで回収し、当該圧縮機１１の排熱を高温側熱媒体回路２０に受
容させる。
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【００８０】
　図２に示すように、高温側回収部２５は、収容部２５ａと、高温側流入配管２６と、高
温側流出配管２７とを有している。収容部２５ａ、高温側流入配管２６、高温側流出配管
２７は、相互に接続されており、高温側熱媒体回路２０を循環する高温側熱媒体が流れる
流路を構成している。
【００８１】
　図１に示すように、高温側流入配管２６は、水－冷媒熱交換器１２における水通路の出
口側に配置された高温側分岐部２６ａから分岐する配管である。当該高温側流入配管２６
は、上述したように、収容部２５ａに接続されている。従って、高温側熱媒体回路２０に
おいて、高温側分岐部２６ａで分岐した高温側熱媒体の流れは収容部２５ａの内部に到達
する。
【００８２】
　又、高温側流出配管２７は、収容部２５ａから伸びており、高温側熱媒体回路２０にお
ける循環回路に配置された高温側合流部２７ａに接続されている。当該高温側合流部２７
ａは、水－冷媒熱交換器１２における水通路の出口側において、高温側分岐部２６ａより
も高温側熱媒体の流れ方向下流側に位置している。
【００８３】
　従って、収容部２５ａから流出した高温側熱媒体は、水－冷媒熱交換器１２における水
通路の出口側において、高温側熱媒体回路２０にてヒータコア２２等を循環する高温側熱
媒体と合流する。
【００８４】
　ここで、図２に示すように、高温側回収部２５における収容部２５ａは、圧縮機１１の
外表面を覆うように形成されている。即ち、収容部２５ａは、圧縮機１１及び圧縮機１１
に接続された冷媒配管の一部を内部に収容している。
【００８５】
　従って、高温側流入配管２６を流れた高温側熱媒体は、収容部２５ａの内部に流入し、
圧縮機１１の外表面に沿って流れる。この時、高温側熱媒体は、圧縮機１１の排熱を吸熱
して回収する。
【００８６】
　その後、高温側熱媒体は、収容部２５ａから流出して、高温側流出配管２７を介して、
高温側熱媒体回路２０の循環回路に合流する。これにより、高温側熱媒体回路２０は、高
温側回収部２５における高温側熱媒体の流れを介して、圧縮機１１の排熱を回収して受容
することができる。
【００８７】
　図２に示すように、当該高温側回収部２５における収容部２５ａの内部には、蓄熱材２
５ｂが配置されている。当該蓄熱材２５ｂは、蓄熱時に相変化を伴う潜熱蓄熱材である。
当該蓄熱材２５ｂの相変化温度は、収容部２５ａに流入する高温側熱媒体の温度よりも高
く、圧縮機１１の温度よりも低い範囲内にて定められる。
【００８８】
　当該蓄熱材２５ｂは、圧縮機１１の排熱を蓄え、高温側熱媒体の温度が予め定められた
温度よりも低下した場合に、当該高温側熱媒体に対して蓄熱した熱を放熱するように構成
されている。
【００８９】
　そして、当該蓄熱材２５ｂは、球状の樹脂製或いは金属製の複数のカプセルに封入され
た状態で、収容部２５ａ内の圧縮機１１の周囲に配置されている。高温側流入配管２６か
ら収容部２５ａに流入した高温側熱媒体は、カプセルの隙間を流通して、高温側流出配管
２７へ流れる。
【００９０】
　高温側回収部２５における蓄熱材２５ｂとしては、例えば、（水系の蓄熱材、パラフィ
ンワックス系の蓄熱材、高級アルコール系の蓄熱材、無機塩系の蓄熱材）等を採用するこ
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とができる。水系の蓄熱材としては、例えば、酢酸ナトリウム三水塩、塩化マグネシウム
四水塩を採用することができる。
【００９１】
　そして、パラフィンワックス系の蓄熱材としては、例えば、ヘプタコサン、オクタコサ
ン、ノナコサン、ステアリン酸ステアリルを採用することができる。又、高級アルコール
系の蓄熱材としては、例えば、キシリトールを用いることができる。又、蓄熱材２５ｂと
して、これらの混合材料を採用することができる。
【００９２】
　従って、圧縮機１１の排熱によって周囲が蓄熱温度よりも高くなると、蓄熱材２５ｂは
周囲から吸熱して相変化する。これにより、蓄熱材２５ｂに圧縮機１１の排熱が蓄えられ
る。そして、熱を蓄えた蓄熱材２５ｂは、高温側熱媒体の温度に近づくように顕熱変化す
る。又、高温側熱媒体の温度が蓄熱温度よりも低くなると、蓄熱材２５ｂは、高温側熱媒
体に対して、蓄えていた圧縮機１１の排熱を放熱して相変化する。
【００９３】
　つまり、第１実施形態においては、高温側回収部２５の収容部２５ａ内に、蓄熱材２５
ｂを配置することにより、蓄熱部４０を構成することができる。当該蓄熱部４０は、圧縮
機１１の排熱を蓄熱しておき、高温側熱媒体の温度が予め定められた蓄熱温度よりも低く
なると、蓄熱していた熱を高温側熱媒体に放熱する。即ち、蓄熱部４０は、本発明におけ
る蓄熱部に相当する。
【００９４】
　次に、第１実施形態に係るヒートポンプシステム１の制御系について、図３を参照しつ
つ説明する。制御装置６０は、ＣＰＵ、ＲＯＭおよびＲＡＭ等を含む周知のマイクロコン
ピュータとその周辺回路から構成されている。
【００９５】
　そして、当該制御装置６０は、そのＲＯＭ内に記憶された制御プログラムに基づいて各
種演算、処理を行い、その出力側に接続された各種制御対象機器の作動を制御する。第１
実施形態における制御対象機器には、圧縮機１１と、冷却用膨張弁１５ａと、吸熱用膨張
弁１５ｂと、高温側熱媒体ポンプ２１と、高温側流量調整弁２４と、低温側熱媒体ポンプ
３１、低温側流量調整弁３４と、送風機５２等が含まれている。
【００９６】
　図３に示すように、制御装置６０の入力側には、空調制御用のセンサ群が接続されてい
る。当該空調制御用のセンサ群は、内気温センサ６２ａ、外気温センサ６２ｂ、日射セン
サ６２ｃ、高圧センサ６２ｄ、蒸発器温度センサ６２ｅ、空調風温度センサ６２ｆを含ん
でいる。制御装置６０には、これらの空調制御用のセンサ群の検出信号が入力される。
【００９７】
　内気温センサ６２ａは、車室内温度（内気温）Ｔｒを検出する内気温検出部である。外
気温センサ６２ｂは、車室外温度（外気温）Ｔａｍを検出する外気温検出部である。日射
センサ６２ｃは、車室内へ照射される日射量Ａｓを検出する日射量検出部である。高圧セ
ンサ６２ｄは、圧縮機１１の吐出口側から冷却用膨張弁１５ａ或いは吸熱用膨張弁１５ｂ
の入口側へ至る冷媒流路の高圧冷媒圧力Ｐｄを検出する冷媒圧力検出部である。
【００９８】
　蒸発器温度センサ６２ｅは、室内蒸発器１６における冷媒蒸発温度（蒸発器温度）Ｔｅ
ｆｉｎを検出する蒸発器温度検出部である。空調風温度センサ６２ｆは、車室内へ送風さ
れる送風空気温度ＴＡＶを検出する空調風温度検出部である。
【００９９】
　更に、制御装置６０の入力側には、車室内前部の計器盤付近に配置された操作パネル６
１が接続されている。当該操作パネル６１には、複数の操作スイッチが配置されている。
従って、制御装置６０には、この複数の操作スイッチからの操作信号が入力される。
【０１００】
　操作パネル６１における各種操作スイッチとしては、具体的に、ヒートポンプシステム
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１の自動制御運転を設定或いは解除するオートスイッチ、車室内の冷房を行うことを要求
する冷房スイッチ、送風機５２の風量をマニュアル設定する風量設定スイッチ、車室内の
目標温度Ｔｓｅｔを設定する温度設定スイッチ等がある。
【０１０１】
　尚、当該制御装置６０では、その出力側に接続された各種制御対象機器を制御する制御
部が一体に構成されているが、それぞれの制御対象機器の作動を制御する構成（ハードウ
ェア及びソフトウェア）が、それぞれの制御対象機器の作動を制御する制御部を構成して
いる。
【０１０２】
　例えば、制御装置６０のうち、圧縮機１１の作動を制御する構成は、吐出能力制御部６
０ａである。制御装置６０のうち、回路切替部として、冷却用膨張弁１５ａ及び吸熱用膨
張弁１５ｂの作動を制御する構成は、回路切替制御部６０ｂである。
【０１０３】
　続いて、第１実施形態におけるヒートポンプシステム１の作動について説明する。上述
したように、第１実施形態に係るヒートポンプシステム１では、複数の運転モードから適
宜運転モードを切り替えることができる。これらの運転モードの切り替えは、制御装置６
０に予め記憶された制御プログラムが実行されることによって行われる。
【０１０４】
　より具体的には、制御プログラムでは、空調制御用のセンサ群によって検出された検出
信号および操作パネル６１から出力される操作信号に基づいて、車室内へ送風させる送風
空気の目標吹出温度ＴＡＯを算出する。そして、目標吹出温度ＴＡＯおよび検出信号に基
づいて、運転モードを切り替える。以下に、複数の運転モードの内、冷房モードにおける
作動と、暖房モードにおける作動と、除湿暖房モードにおける作動を説明する。
【０１０５】
　（ａ）冷房モード
　冷房モードは、熱交換対象流体である送風空気を冷却して車室内に送風する運転モード
である。当該冷房モードでは、制御装置６０が、冷却用膨張弁１５ａを所定の絞り開度で
開き、吸熱用膨張弁１５ｂを全閉状態とする。
【０１０６】
　従って、冷房モードのヒートポンプサイクル１０では、圧縮機１１→水－冷媒熱交換器
１２→冷媒分岐部１４ａ→冷却用膨張弁１５ａ→室内蒸発器１６→蒸発圧力調整弁１７→
冷媒合流部１４ｂ→圧縮機１１の順で冷媒が循環する蒸気圧縮式の冷凍サイクルが構成さ
れる。
【０１０７】
　つまり、冷房モードでは、室内蒸発器１６へ冷媒を流入させ、送風空気との熱交換によ
り送風空気を冷却する冷媒回路に切り替えられる。
【０１０８】
　そして、このサイクル構成で、制御装置６０は、出力側に接続された各種制御対象機器
の作動を制御する。
【０１０９】
　例えば、制御装置６０は、蒸発器温度センサ６２ｅによって検出された冷媒蒸発温度Ｔ
ｅｆｉｎが目標蒸発温度ＴＥＯとなるように圧縮機１１の作動を制御する。目標蒸発温度
ＴＥＯは、目標吹出温度ＴＡＯに基づいて、予め制御装置６０に記憶された冷房モード用
の制御マップを参照して決定される。
【０１１０】
　具体的には、この制御マップでは、空調風温度センサ６２ｆによって検出された送風空
気温度ＴＡＶが目標吹出温度ＴＡＯに近づくように、目標吹出温度ＴＡＯの上昇に伴って
目標蒸発温度ＴＥＯを上昇させる。さらに、目標蒸発温度ＴＥＯは、室内蒸発器１６の着
霜を抑制可能な範囲（具体的には、１℃以上）の値に決定される。
【０１１１】
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　又、制御装置６０は、予め定めた冷房モード時の水圧送能力を発揮するように、高温側
熱媒体ポンプ２１を作動させる。又、制御装置６０は、水－冷媒熱交換器１２の水通路か
ら流出した高温側熱媒体の全流量が高温側ラジエータ２３へ流入するように、高温側流量
調整弁２４の作動を制御する。
【０１１２】
　当該制御装置６０は、冷房モード時の水圧送能力を発揮するように、低温側熱媒体ポン
プ３１を作動させる。この時、制御装置６０は、低温側流量調整弁３４の作動を制御し、
チラー１８の水通路から流出した低温側熱媒体の流量バランスが、車載機器３２側と低温
側ラジエータ３３側とで任意のバランスとなるように調整する。
【０１１３】
　そして、当該制御装置６０は、目標吹出温度ＴＡＯに基づいて、予め制御装置６０に記
憶された制御マップを参照して送風機５２の制御電圧（送風能力）を決定する。具体的に
は、この制御マップでは、目標吹出温度ＴＡＯの極低温域（最大冷房域）及び極高温域（
最大暖房域）で送風機５２の送風量を最大とし、中間温度域に近づくに伴って送風量を減
少させる。
【０１１４】
　又、制御装置６０は、冷風バイパス通路５５を全開としてヒータコア２２側の通風路を
閉塞するように、エアミックスドア５４の作動を制御する。尚、当該制御装置６０は、そ
の他の各種制御対象機器についても、適宜その作動を制御する。
【０１１５】
　従って、冷房モードのヒートポンプサイクル１０では、圧縮機１１から吐出された高圧
冷媒が、水－冷媒熱交換器１２へ流入する。水－冷媒熱交換器１２では、高温側熱媒体ポ
ンプ２１が作動しているので、高圧冷媒と高温側熱媒体が熱交換して、高圧冷媒が冷却さ
れて凝縮し、高温側熱媒体が加熱される。
【０１１６】
　高温側熱媒体回路２０では、水－冷媒熱交換器１２にて加熱された高温側熱媒体が、高
温側流量調整弁２４を介して、高温側ラジエータ２３へ流入する。高温側ラジエータ２３
へ流入した高温側熱媒体は、外気と熱交換して放熱する。これにより、高温側熱媒体が冷
却される。高温側ラジエータ２３にて冷却された高温側熱媒体は、高温側熱媒体ポンプ２
１に吸入されて再び水－冷媒熱交換器１２の水通路へ圧送される。
【０１１７】
　水－冷媒熱交換器１２の冷媒通路にて冷却された高圧冷媒は、冷媒分岐部１４ａを介し
て、冷却用膨張弁１５ａへ流入して減圧される。冷却用膨張弁１５ａの絞り開度は、室内
蒸発器１６の出口側の冷媒の過熱度が概ね３℃となるように調整される。
【０１１８】
　冷却用膨張弁１５ａにて減圧された低圧冷媒は、室内蒸発器１６へ流入する。室内蒸発
器１６へ流入した冷媒は、送風機５２から送風された送風空気から吸熱して蒸発する。こ
れにより、熱交換対象流体である送風空気が冷却される。室内蒸発器１６から流出した冷
媒は、蒸発圧力調整弁１７及び冷媒合流部１４ｂを介して、圧縮機１１へ吸入されて再び
圧縮される。
【０１１９】
　従って、冷房モードでは、室内蒸発器１６にて冷却された送風空気を車室内へ吹き出す
ことによって、車室内の冷房を行うことができる。
【０１２０】
　この冷房モードにおいても、圧縮機１１の作動に伴い、圧縮機１１の排熱が発生する。
上述したように、高温側回収部２５では、圧縮機１１の排熱を高温側熱媒体で吸熱して回
収することができ、更に、蓄熱材２５ｂにて圧縮機１１の排熱を蓄熱しておくことができ
る。つまり、当該ヒートポンプシステム１によれば、高温側回収部２５の高温側熱媒体や
蓄熱材２５ｂによって、圧縮機１１の排熱を回収して蓄熱しておき、高圧冷媒側に放熱し
て適宜利用することができる。
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【０１２１】
　（ｂ）暖房モード
　暖房モードは、チラー１８にて低温側熱媒体回路３０の低温側熱媒体から吸熱して、熱
交換対象流体である送風空気を加熱して車室内に送風する運転モードである。当該暖房モ
ードでは、制御装置６０が、冷却用膨張弁１５ａを全閉状態とし、吸熱用膨張弁１５ｂを
所定の絞り開度で開く。
【０１２２】
　暖房モードのヒートポンプサイクル１０では、圧縮機１１→水－冷媒熱交換器１２→冷
媒分岐部１４ａ→吸熱用膨張弁１５ｂ→チラー１８→冷媒合流部１４ｂ→圧縮機１１の順
で冷媒が循環する蒸気圧縮式の冷凍サイクルが構成される。
【０１２３】
　つまり、暖房モードでは、チラー１８へ冷媒を流入させ、低温側熱媒体との熱交換によ
り吸熱した熱を利用して、送風空気を加熱する冷媒回路に切り替えられる。
【０１２４】
　ここで、低温側熱媒体回路３０における低温側熱媒体は、車載機器３２を通過する場合
には車載機器３２に生じた排熱によって加熱される。又、当該低温側熱媒体は、低温側ラ
ジエータ３３を通過する場合、外気との熱交換によって加熱される。つまり、当該ヒート
ポンプシステム１は、暖房モードにおいて、車載機器３２や外気を暖房用の熱源として利
用することができる。
【０１２５】
　そして、このサイクル構成で、制御装置６０は、出力側に接続された各種制御対象機器
の作動を制御する。
【０１２６】
　例えば、制御装置６０は、高圧センサ６２ｄによって検出された高圧冷媒圧力Ｐｄが目
標高圧ＰＣＯとなるように圧縮機１１の作動を制御する。目標高圧ＰＣＯは、目標吹出温
度ＴＡＯに基づいて、予め制御装置６０に記憶された暖房モード用の制御マップを参照し
て決定される。
【０１２７】
　具体的には、この制御マップでは、送風空気温度ＴＡＶが目標吹出温度ＴＡＯに近づく
ように、目標吹出温度ＴＡＯの上昇に伴って目標高圧ＰＣＯを上昇させる。
【０１２８】
　又、制御装置６０は、予め定めた暖房モード時の水圧送能力を発揮するように、高温側
熱媒体ポンプ２１を作動させる。当該制御装置６０は、水－冷媒熱交換器１２の水通路か
ら流出した高温側熱媒体の全流量がヒータコア２２へ流入するように、高温側流量調整弁
２４の作動を制御する。
【０１２９】
　当該制御装置６０は、暖房モード時の水圧送能力を発揮するように、低温側熱媒体ポン
プ３１を作動させる。この時、制御装置６０は、低温側流量調整弁３４の作動を制御し、
チラー１８の水通路から流出した低温側熱媒体の流量バランスが、車載機器３２側と低温
側ラジエータ３３側とで任意のバランスとなるように調整する。
【０１３０】
　そして、当該制御装置６０は、冷房モードと同様に、送風機５２の制御電圧（送風能力
）を決定する。又、制御装置６０は、ヒータコア２２側の通風路を全開として冷風バイパ
ス通路５５を閉塞するように、エアミックスドア５４の作動を制御する。尚、制御装置６
０は、その他の各種制御対象機器についても、適宜その作動を制御する。
【０１３１】
　従って、暖房モードのヒートポンプサイクル１０では、圧縮機１１から吐出された高圧
冷媒が、水－冷媒熱交換器１２へ流入する。水－冷媒熱交換器１２では、高温側熱媒体ポ
ンプ２１が作動しているので、高圧冷媒と高温側熱媒体が熱交換して、高圧冷媒が冷却さ
れて凝縮し、高温側熱媒体が加熱される。



(16) JP 2019-100688 A 2019.6.24

10

20

30

40

50

【０１３２】
　高温側熱媒体回路２０では、水－冷媒熱交換器１２にて加熱された高温側熱媒体が、高
温側流量調整弁２４を介して、ヒータコア２２へ流入する。ヒータコア２２へ流入した高
温側熱媒体は、エアミックスドア５４がヒータコア２２側の通風路を全開としているので
、室内蒸発器１６を通過した送風空気と熱交換して放熱する。
【０１３３】
　これにより、熱交換対象流体である送風空気が加熱されて、送風空気の温度が目標吹出
温度ＴＡＯに近づく。ヒータコア２２から流出した高温側熱媒体は、高温側熱媒体ポンプ
２１に吸入されて再び水－冷媒熱交換器１２の水通路へ圧送される。
【０１３４】
　水－冷媒熱交換器１２の冷媒通路から流出した高圧冷媒は、冷媒分岐部１４ａを介して
、吸熱用膨張弁１５ｂへ流入して減圧される。吸熱用膨張弁１５ｂの絞り開度は、チラー
１８の出口側の冷媒が気液二相状態となるように調整される。
【０１３５】
　この時、低温側熱媒体回路３０では、低温側熱媒体ポンプ３１の作動によって、低温側
熱媒体が循環回路を循環している。当該低温側熱媒体は、車載機器３２の水通路を通過す
る際に、車載機器３２に生じている熱を吸熱する。
【０１３６】
　又、低温側熱媒体は、低温側ラジエータ３３を通過する際に、外気ファンによって送風
される外気から吸熱する。低温側熱媒体は、車載機器３２や低温側ラジエータ３３にて吸
熱した状態で、チラー１８の水通路に流入している。
【０１３７】
　ヒートポンプサイクル１０において、吸熱用膨張弁１５ｂにて減圧された低圧冷媒はチ
ラー１８へ流入する。チラー１８へ流入した冷媒は、当該チラー１８の水通路を流通する
低温側熱媒体から吸熱して蒸発する。チラー１８から流出した冷媒は、冷媒合流部１４ｂ
を介して、圧縮機１１へ吸入されて再び圧縮される。
【０１３８】
　従って、暖房モードでは、熱交換対象流体である送風空気を、ヒータコア２２で加熱し
て車室内へ吹き出すことによって、車室内の暖房を行うことができる。即ち、当該ヒート
ポンプシステム１は、暖房モードにおいて、低温側熱媒体回路３０にて車載機器３２又は
外気から吸熱した熱を、ヒートポンプサイクル１０で汲み上げて、高温側熱媒体回路２０
を介して、送風空気の加熱に利用することができる。
【０１３９】
　そして、当該暖房モードにおいても、ヒートポンプサイクル１０における圧縮機１１の
作動が必要となる。この為、暖房モードにおいても、圧縮機１１の排熱が発生する。当該
ヒートポンプシステム１は、高温側熱媒体回路２０の高温側回収部２５にて、高温側熱媒
体を介して、圧縮機１１の排熱を回収することができる。
【０１４０】
　具体的に説明すると、高温側熱媒体回路２０における高温側熱媒体の一部は、高温側熱
媒体回路２０における循環回路から分岐して、高温側流入配管２６を介して、収容部２５
ａ内に流入する。収容部２５ａ内において、高温側熱媒体は、圧縮機１１の排熱を吸熱し
て、高温側流出配管２７を介して、高温側熱媒体回路２０の循環回路に合流する。このよ
うにして、高温側熱媒体回路２０は、圧縮機１１の排熱を回収し、圧縮機１１の排熱を高
温側熱媒体回路２０の循環回路側に輸送することができる。
【０１４１】
　当該ヒートポンプシステム１によれば、低温側熱媒体回路３０から汲み上げた熱を含む
高圧冷媒の熱に加え、圧縮機１１の排熱を用いて、高温側熱媒体回路２０の高温側熱媒体
を加熱し、ヒータコア２２にて送風空気へ放熱させることができる。
【０１４２】
　これにより、当該ヒートポンプシステム１は、暖房モードにおける熱源として、水－冷
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媒熱交換器１２における高圧冷媒の熱に加えて、圧縮機１１の排熱を利用して高圧冷媒側
に放熱させることができるので、ヒートポンプシステム１における暖房能力を向上させる
ことができる。
【０１４３】
　（ｃ）除湿暖房モード
　除湿暖房モードは、室内蒸発器１６にて冷却された送風空気を、チラー１８にて低温側
熱媒体回路３０の低温側熱媒体から吸熱した熱等を用いて加熱して車室内に送風する運転
モードである。当該除湿暖房モードでは、制御装置６０が、冷却用膨張弁１５ａ及び吸熱
用膨張弁１５ｂを、それぞれ所定の絞り開度で開く。
【０１４４】
　従って、除湿暖房モードのヒートポンプサイクル１０では、圧縮機１１→水－冷媒熱交
換器１２→冷媒分岐部１４ａまで流れ、冷媒分岐部１４ａの一方側→冷却用膨張弁１５ａ
→室内蒸発器１６へ流れると共に、冷媒分岐部１４ａの他方側→吸熱用膨張弁１５ｂ→チ
ラー１８へ流れる。そして、室内蒸発器１６から流出した冷媒及びチラー１８から流出し
た冷媒は冷媒合流部１４ｂにて合流した後、圧縮機１１の順で流れて循環する。即ち、除
湿暖房モードでは、室内蒸発器１６及びチラー１８に冷媒が並列に流れる蒸気圧縮式の冷
凍サイクルが構成される。
【０１４５】
　そして、このサイクル構成で、制御装置６０は、出力側に接続された各種制御対象機器
の作動を、予め制御装置６０に記憶された除湿暖房モード用の制御マップ等を参照して制
御する。
【０１４６】
　除湿暖房モードのヒートポンプサイクル１０では、圧縮機１１から吐出された高圧冷媒
が、水－冷媒熱交換器１２へ流入する。水－冷媒熱交換器１２では、高温側熱媒体ポンプ
２１が作動しているので、高圧冷媒と高温側熱媒体が熱交換して、高圧冷媒が冷却されて
凝縮し、高温側熱媒体が加熱される。
【０１４７】
　高温側熱媒体回路２０では、水－冷媒熱交換器１２にて加熱された高温側熱媒体が、高
温側流量調整弁２４を介して、ヒータコア２２へ流入する。ヒータコア２２へ流入した高
温側熱媒体は、エアミックスドア５４がヒータコア２２側の通風路を全開としているので
、室内蒸発器１６にて冷却された送風空気と熱交換して放熱する。
【０１４８】
　これにより、送風空気が冷却された状態から再加熱されて、送風空気の温度が目標吹出
温度ＴＡＯに近づく。ヒータコア２２から流出した高温側熱媒体は、高温側熱媒体ポンプ
２１に吸入されて再び水－冷媒熱交換器１２の水通路へ圧送される。
【０１４９】
　水－冷媒熱交換器１２の冷媒通路から流出した高圧冷媒は、冷媒分岐部１４ａを介して
、冷却用膨張弁１５ａへ流入して減圧される。冷却用膨張弁１５ａの絞り開度は、室内蒸
発器１６の出口側の冷媒の過熱度が概ね３℃となるように調整される。
【０１５０】
　冷却用膨張弁１５ａにて減圧された低圧冷媒は、室内蒸発器１６へ流入する。室内蒸発
器１６へ流入した冷媒は、送風機５２から送風された送風空気から吸熱して蒸発する。こ
れにより、熱交換対象流体である送風空気が冷却される。室内蒸発器１６から流出した冷
媒は、蒸発圧力調整弁１７及び冷媒合流部１４ｂを介して、圧縮機１１へ吸入されて再び
圧縮される。
【０１５１】
　冷媒分岐部１４ａにて分岐した高圧冷媒は、吸熱用膨張弁１５ｂへ流入して減圧される
。吸熱用膨張弁１５ｂの絞り開度は、チラー１８の出口側の冷媒が気液二相状態となるよ
うに調整される。
【０１５２】
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　除湿暖房モードにおいても、低温側熱媒体回路３０では、低温側熱媒体ポンプ３１の作
動によって、低温側熱媒体が循環回路を循環している。当該低温側熱媒体は、車載機器３
２の水通路を通過する際に、車載機器３２に生じている熱を吸熱する。
【０１５３】
　又、低温側熱媒体は、低温側ラジエータ３３を通過する際に、外気ファンによって送風
される外気から吸熱する。低温側熱媒体は、車載機器３２や低温側ラジエータ３３にて吸
熱した状態で、チラー１８の水通路に流入している。
【０１５４】
　ヒートポンプサイクル１０において、吸熱用膨張弁１５ｂにて減圧された低圧冷媒はチ
ラー１８へ流入する。チラー１８へ流入した冷媒は、当該チラー１８の水通路を流通する
低温側熱媒体から吸熱して蒸発する。チラー１８から流出した冷媒は、冷媒合流部１４ｂ
を介して、圧縮機１１へ吸入されて再び圧縮される。
【０１５５】
　上述したように、ケーシング５１内部において、室内蒸発器１６の送風空気流れ下流側
にヒータコア２２が配置されている為、除湿暖房モードでは、室内蒸発器１６にて冷却さ
れた送風空気を、低温側熱媒体回路３０にて吸熱した熱を利用してヒータコア２２で加熱
することができる。従って、除湿暖房モードでは、室内蒸発器１６に冷却された送風空気
を、ヒータコア２２で加熱して車室内へ吹き出すことによって、車室内の除湿暖房を行う
ことができる。
【０１５６】
　即ち、当該ヒートポンプシステム１は、除湿暖房モードにおいても、低温側熱媒体回路
３０にて車載機器３２又は外気から吸熱した熱を、ヒートポンプサイクル１０で汲み上げ
て、高温側熱媒体回路２０を介して、送風空気の加熱に利用することができる。
【０１５７】
　そして、当該除湿暖房モードにおいても、ヒートポンプサイクル１０における圧縮機１
１の作動が必要となる。この為、除湿暖房モードにおいても、圧縮機１１の排熱が発生す
る。当該ヒートポンプシステム１は、高温側熱媒体回路２０の高温側回収部２５にて、高
温側熱媒体を介して、圧縮機１１の排熱を回収することができる。当該高温側熱媒体回路
２０は、暖房モード時と同様に、圧縮機１１の排熱を回収し、圧縮機１１の排熱を高温側
熱媒体回路２０の循環回路側に輸送することができる。
【０１５８】
　当該ヒートポンプシステム１によれば、低温側熱媒体回路３０から汲み上げた熱を含む
高圧冷媒の熱に加え、圧縮機１１の排熱を用いて、高温側熱媒体回路２０の高温側熱媒体
を加熱し、室内蒸発器１６にて冷却された空気をヒータコア２２にて加熱することができ
る。
【０１５９】
　これにより、当該ヒートポンプシステム１は、除湿暖房モードにおける熱源として、水
－冷媒熱交換器１２における高圧冷媒の熱に加えて、圧縮機１１の排熱を利用して高圧冷
媒側に放熱させることができるので、除湿暖房モード時におけるヒートポンプシステム１
の暖房能力を向上させることができる。
【０１６０】
　以上説明したように、第１実施形態に係るヒートポンプシステム１によれば、ヒートポ
ンプサイクル１０の冷媒回路を切り替えることによって、複数の運転モードの内、冷房モ
ード、暖房モード、除湿暖房モードを実現することができ、車室内の快適な空調を行うこ
とができる。
【０１６１】
　そして、当該ヒートポンプサイクル１０では、同一の熱交換器へ高圧冷媒を流入させる
冷媒回路と低圧冷媒を流入させる冷媒回路とを切り替えることがない。つまり、いずれの
冷媒回路に切り替えても室内蒸発器１６及びチラー１８へ高圧冷媒を流入させる必要がな
いので、サイクル構成の複雑化を招くことなく簡素な構成で冷媒回路を切り替えることが
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できる。
【０１６２】
　この運転モードの何れにおいても、ヒートポンプサイクル１０における圧縮機１１が作
動される為、圧縮機１１の排熱が発生する。当該ヒートポンプシステム１によれば、高温
側熱媒体回路２０の高温側回収部２５を介して、圧縮機１１の排熱を回収して、高温側熱
媒体回路２０にて利用することができる。
【０１６３】
　当該ヒートポンプシステム１において、高温側熱媒体回路２０は、本発明における高温
側熱受容部に相当し、高温側回収部２５は、本発明における回収部に相当している。
【０１６４】
　このように構成することで、当該ヒートポンプシステム１は、高温側回収部２５におけ
る圧縮機１１の排熱の回収、回収した熱の輸送や、高温側熱媒体回路２０における回収し
た熱の利用に際して、高温側熱媒体を介在させることができ、より効率良く、圧縮機１１
の発熱を取り扱うことができる。
【０１６５】
　又、高温側熱媒体回路２０は、ヒータコア２２を有している。従って、ヒートポンプシ
ステム１は、暖房モード時や除湿暖房モード時において、高温側回収部２５を介して回収
した圧縮機１１の排熱を、熱交換対象流体である送風空気の加熱に用いることができ、熱
交換対象流体に対する加熱能力を向上させることができる。
【０１６６】
　尚、当該ヒートポンプシステム１において、当該高温側熱媒体回路２０は、高温側ラジ
エータ２３を有している為、高温側熱媒体が有する熱を外気に放熱させることができる。
即ち、高温側ラジエータ２３により、高温側熱媒体の熱量を調整することができる。
【０１６７】
　従って、当該ヒートポンプシステム１は、熱交換対象流体である送風空気に対する加熱
能力（即ち、暖房能力）を調整できる。当該ヒートポンプシステム１は、圧縮機１１の排
熱を有効に活用して暖房を行いつつ、所望の暖房能力に調整することができる。
【０１６８】
　図１に示すように、当該ヒートポンプシステム１において、ヒートポンプサイクル１０
は、室内蒸発器１６と、チラー１８とを有している。室内蒸発器１６は、冷却用膨張弁１
５ａで減圧された冷媒と送風空気との熱交換により蒸発させ、送風空気から吸熱して冷却
する。チラー１８は、吸熱用膨張弁１５ｂで減圧された冷媒と低温側熱媒体回路３０の低
温側熱媒体との熱交換により、低温側熱媒体から吸熱する。
【０１６９】
　当該ヒートポンプシステム１によれば、ヒートポンプサイクル１０にこれらの２つの吸
熱器を配置することで、例えば、低温側熱媒体と送風空気のような異なる２つの熱媒体と
冷媒との熱交換を可能にすることができ、種々の用途に対応することができる。
【０１７０】
　更に、図２に示すように、当該ヒートポンプシステム１の高温側熱媒体回路２０におい
て、高温側回収部２５は、複数の蓄熱材２５ｂを収容部２５ａ内に配置して構成されてい
る。即ち、高温側回収部２５は、本発明に係る蓄熱部の機能を有している。
【０１７１】
　当該ヒートポンプシステム１によれば、収容部２５ａにおいて、圧縮機１１の排熱を蓄
熱材２５ｂに蓄熱することができる。そして、蓄熱部４０を構成する各蓄熱材２５ｂは、
高温側熱媒体の温度が予め定められていた温度よりも低下すると、蓄熱していた熱を高温
側熱媒体に放熱する。
【０１７２】
　従って、当該ヒートポンプシステム１によれば、高温側熱媒体の温度状況に応じて、蓄
熱部４０に蓄えられていた熱を、高温側熱媒体回路２０にて利用することができる。つま
り、当該ヒートポンプシステム１は、高温側熱媒体の状況に応じて、圧縮機１１の排熱を
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柔軟に活用することができる。
【０１７３】
　（第１変形例）
　第１実施形態においては、高温側熱媒体回路２０における高温側分岐部２６ａ及び高温
側合流部２７ａを、水－冷媒熱交換器１２における水通路の出口側に配置していたが、図
４に示すように、高温側分岐部２６ａ及び高温側合流部２７ａを、水－冷媒熱交換器１２
における水通路の入口側に配置してもよい。尚、図４では、第１実施形態と同一もしくは
均等部分には同一の符号を付している。このことは、以下の図面でも同様である。
【０１７４】
　図４に示すように、水－冷媒熱交換器１２の水通路の入口側にて、高温側合流部２７ａ
は、高温側熱媒体の流れに関して高温側分岐部２６ａよりも下流側に配置される。この第
１変形例において、高温側分岐部２６ａ及び高温側合流部２７ａの配置が第１実施形態と
の相違点にあたる。
【０１７５】
　従って、この点を除いた他の構成は、第１実施形態と同様である。そして、第１変形例
におけるヒートポンプサイクル１０、高温側熱媒体回路２０、低温側熱媒体回路３０の作
動は、上述した実施形態と同様である。
【０１７６】
　これにより、第１変形例においては、ヒートポンプシステム１は、水－冷媒熱交換器１
２に流入する前の高温側熱媒体を用いて、高温側回収部２５にて圧縮機１１の排熱を回収
することができる。そして、当該ヒートポンプシステム１では、圧縮機１１の排熱を回収
した後の高温側熱媒体が、水－冷媒熱交換器１２にて高圧冷媒で加熱される。
【０１７７】
　当該第１変形例に係るヒートポンプシステム１によれば、上述した第１実施形態と共通
の構成及び作動から奏される作用効果を、第１実施形態と同様に得ることができる。つま
り、当該ヒートポンプシステム１は、高温側熱媒体回路２０及び高温側回収部２５を用い
て、圧縮機１１の排熱を回収して有効に活用することができる。
【０１７８】
　又、第１実施形態と第１変形例については、圧縮機１１から吐出される高圧冷媒の温度
や高温側合流部２７ａにて合流する際の高温側熱媒体の温度等の条件に応じて、適宜選択
することができる。これらの条件に応じて選択することで、圧縮機１１の排熱を更に有効
に活用することが可能となる。
【０１７９】
　（第２変形例）
　又、第１実施形態においては、ヒートポンプシステム１は、ヒートポンプサイクル１０
と、高温側熱媒体回路２０と、低温側熱媒体回路３０とを有していたが、この構成に限定
されるものではない。即ち、図５に示すように、第１実施形態に係るヒートポンプシステ
ム１にて、低温側熱媒体回路３０を廃止した構成にすることができる。
【０１８０】
　この場合、ヒートポンプサイクル１０におけるチラー１８に替えて、室外熱交換器１８
ａが配置される。当該室外熱交換器１８ａは、少なくとも暖房モード及び除湿暖房モード
時に、冷媒通路を流通する低圧冷媒と外気とを熱交換させて、低圧冷媒を蒸発させる蒸発
部である。
【０１８１】
　つまり、室外熱交換器１８ａは、少なくとも暖房モード及び除湿暖房モード時に、低圧
冷媒を蒸発させて外気の有する熱を冷媒に吸熱させる吸熱用の熱交換器である。この室外
熱交換器１８ａは、本発明における吸熱器として機能し、第１吸熱器と第２吸熱器の何れ
か一方に相当する。
【０１８２】
　図５に示すように、第２変形例に係るヒートポンプシステム１は、低温側熱媒体回路３
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０を有していない為、車載機器３２の温度調整機能を有していないが、車室内の空調機能
を保持している。第２変形例におけるヒートポンプサイクル１０及び高温側熱媒体回路２
０の制御内容については、第１実施形態と同様である為、その説明を省略する。
【０１８３】
　従って、第２変形例に係るヒートポンプシステム１は、上述した第１実施形態と共通の
構成及び作動から奏される作用効果を、第１実施形態と同様に得ることができる。即ち、
当該ヒートポンプシステム１は、高温側熱媒体回路２０及び高温側回収部２５を用いて、
圧縮機１１の排熱を回収して有効に活用することができる。
【０１８４】
　（第３変形例）
　続いて、第１実施形態の第３変形例について説明する。図６に示すように、第３変形例
では、高温側分岐部２６ａ及び高温側合流部２７ａが水－冷媒熱交換器１２における水通
路の入口側に配置されている。
【０１８５】
　更に、第３変形例においては、ヒートポンプサイクル１０のチラー１８に替えて室外熱
交換器１８ａが配置され、低温側熱媒体回路３０が廃止されている。つまり、第３変形例
は、第１実施形態に対して、第１変形例の相違点と第２変形例の相違点の両者を適用した
変形例である。
【０１８６】
　従って、第３変形例に係るヒートポンプシステム１は、上述した第１変形例及び第２変
形例と同様に、第１実施形態と共通の構成及び作動から奏される作用効果を、第１実施形
態と同様に得ることができる。即ち、当該ヒートポンプシステム１は、高温側熱媒体回路
２０及び高温側回収部２５を用いて、圧縮機１１の排熱を回収して有効に活用することが
できる。
【０１８７】
　（第２実施形態）
　続いて、上述した第１実施形態とは異なる第２実施形態について、図７を参照しつつ説
明する。
【０１８８】
　第２実施形態に係るヒートポンプシステム１は、第１実施形態と同様に、電気自動車に
搭載されている。図７に示すように、当該ヒートポンプシステム１は、ヒートポンプサイ
クル１０と、高温側熱媒体回路２０と、低温側熱媒体回路３０とを有しており、更に、室
内空調ユニット５０と、制御装置６０等を有している。
【０１８９】
　第２実施形態においては、高温側熱媒体回路２０及び低温側熱媒体回路３０の構成が第
１実施形態と相違している。即ち、第２実施形態において、ヒートポンプサイクル１０、
室内空調ユニット５０、制御装置６０に係る構成は第１実施形態と同様である。
【０１９０】
　第２実施形態に係る高温側熱媒体回路２０は、第１実施形態と同様に、高温側熱媒体ポ
ンプ２１と、ヒータコア２２と、高温側ラジエータ２３と、高温側流量調整弁２４とを有
しており、高温側熱媒体回路２０の循環回路に係る構成は同様である。しかしながら、第
２実施形態に係る高温側熱媒体回路２０は、第１実施形態と異なり、高温側回収部２５を
有していない。
【０１９１】
　一方、第２実施形態に係る低温側熱媒体回路３０は、第１実施形態と同様に、低温側熱
媒体ポンプ３１と、車載機器３２と、低温側ラジエータ３３と、低温側流量調整弁３４と
を有しており、低温側熱媒体回路３０の循環回路としての構成は同様である。
【０１９２】
　図７に示すように、当該低温側熱媒体回路３０は、第１実施形態と異なり、圧縮機１１
の排熱を回収して利用する為の低温側回収部３５を有している。低温側回収部３５は、低
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温側流入配管３６と、低温側流出配管３７を有している。
【０１９３】
　低温側回収部３５は、低温側熱媒体回路３０を循環する低温側熱媒体に対して圧縮機１
１の排熱を吸熱させることで回収し、当該圧縮機１１の排熱を低温側熱媒体回路３０に受
容させる。
【０１９４】
　当該低温側回収部３５は、図示しない収容部と、低温側流入配管３６と、低温側流出配
管３７とを有しており、相互に接続されている。従って、低温側回収部３５における収容
部、低温側流入配管３６、低温側流出配管３７は、低温側熱媒体回路３０を循環する低温
側熱媒体が流れる流路を構成している。
【０１９５】
　図７に示すように、低温側流入配管３６は、チラー１８における水通路の入口側に配置
された低温側分岐部３６ａから分岐する配管である。当該低温側流入配管３６は、低温側
熱媒体回路３０の収容部に接続されている。従って、低温側熱媒体回路３０において、低
温側分岐部３６ａで分岐した低温側熱媒体の流れは、低温側回収部３５における収容部の
内部に到達する。
【０１９６】
　そして、低温側流出配管３７は、低温側回収部３５の収容部から伸びており、低温側熱
媒体回路３０の循環回路に配置された低温側合流部３７ａに接続されている。当該低温側
合流部３７ａは、チラー１８における水通路の入口側において、低温側分岐部３６ａより
も低温側熱媒体の流れ方向下流側に位置している。
【０１９７】
　従って、低温側回収部３５の収容部から流出した低温側熱媒体は、チラー１８における
水通路の入口側において、低温側熱媒体回路３０にて車載機器３２等を循環する低温側熱
媒体と合流する。
【０１９８】
　当該低温側回収部３５の収容部は、図２を用いて説明した高温側回収部２５の収容部２
５ａと同様に、圧縮機１１の外表面を覆うように形成されており、圧縮機１１及び圧縮機
１１に接続された冷媒配管の一部を内部に収容している。
【０１９９】
　従って、低温側流入配管３６を流れた低温側熱媒体は、低温側回収部３５の収容部の内
部に流入して、圧縮機１１の外表面に沿って流れる。この時、低温側熱媒体は、圧縮機１
１の排熱を吸熱して回収する。
【０２００】
　その後、低温側熱媒体は、低温側回収部３５の収容部から流出して、低温側流出配管３
７を介して、低温側熱媒体回路３０の循環回路に合流する。これにより、低温側熱媒体回
路３０は、低温側回収部３５における低温側熱媒体の流れを介して、圧縮機１１の排熱を
回収して受容することができる。
【０２０１】
　ここで、低温側回収部３５の収容部には、図示しない蓄熱材が配置されている。当該蓄
熱材は、蓄熱時に相変化を伴う潜熱蓄熱材であり、球状の樹脂製或いは金属製の複数のカ
プセルに封入されている。
【０２０２】
　当該低温側回収部３５における蓄熱材の相変化温度は、所定の温度差を有した状態で、
低温側回収部３５の収容部に流入する低温側熱媒体の温度より高くなるように定められて
いる。
【０２０３】
　そして、低温側回収部３５における蓄熱材は、圧縮機１１の排熱を蓄え、低温側熱媒体
の温度が予め定められた温度よりも低下した場合に、当該低温側熱媒体に対して蓄熱した
熱を放熱するように構成されている。
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【０２０４】
　低温側回収部３５における収容部の内部では、収容部の外殻と圧縮機１１の外表面の間
に、カプセルに封入された蓄冷材が多数配置されている。この為、低温側熱媒体は、低温
側回収部３５の収容部内部において、カプセルの隙間を流通して低温側流出配管３７へ流
れる。
【０２０５】
　低温側回収部３５における蓄熱材としては、例えば、（水系の蓄熱材、パラフィンワッ
クス系の蓄熱材、高級アルコール系の蓄熱材、無機塩系の蓄熱材）等を採用できる。水系
の蓄熱材は、水や水和物等を含んでいる。そして、パラフィンワックス系の蓄熱材として
は、例えば、Ｃ１２ドデカン、Ｃ１４テトラデカン、Ｃ１６ペンタデカンを採用すること
ができる。
【０２０６】
　又、高級アルコール系の蓄熱材としては、例えば、Diethylene glycol、Triethylene g
lycol、Tetrahydrofuranを用いることができる。そして、無機塩系の蓄熱材としては、例
えば、Tetrahydrofuran clathrate hydrate、KCl (19.5 wt%) + H2O、Dioctylammonium i
odide等を採用することができる。又、蓄熱材２５ｂとして、これらの混合材料を採用す
ることができる。
【０２０７】
　従って、圧縮機１１の排熱によって周囲が蓄熱温度よりも高くなると、低温側回収部３
５の蓄熱材は、周囲から吸熱して相変化する。これにより、低温側回収部３５における蓄
熱材に対して、圧縮機１１の排熱が蓄えられる。そして、当該蓄熱材は、低温側熱媒体の
温度に近づくように顕熱変化する。低温側熱媒体の温度が蓄熱温度よりも低くなると、当
該蓄熱材は、低温側熱媒体に対して、蓄えていた圧縮機１１の排熱を放熱し相変化する。
【０２０８】
　従って、第２実施形態においては、低温側回収部３５の収容部内に蓄熱材を配置するこ
とによって、当該低温側回収部３５を蓄熱部４０として構成している。第２実施形態にお
おける蓄熱部４０は、圧縮機１１の排熱を蓄熱しておき、低温側熱媒体の温度が予め定め
られた蓄熱温度よりも低くなると、蓄熱していた熱を低温側熱媒体に放熱する。つまり、
第２実施形態に係る蓄熱部４０も、本発明における蓄熱部として機能する。
【０２０９】
　続いて、第２実施形態におけるヒートポンプシステム１の作動について説明する。第２
実施形態に係るヒートポンプシステム１においても、第１実施形態と同様に、複数の運転
モードから適宜運転モードを切り替えることができる。これらの運転モードの切り替えは
、制御装置６０に予め記憶された制御プログラムが実行されることによって行われる。
【０２１０】
　図１、図７からわかるように、第２実施形態に係るヒートポンプサイクル１０は、第１
実施形態におけるヒートポンプサイクル１０と同様の回路構成である。又、第２実施形態
に係る高温側熱媒体回路２０は、高温側回収部２５を有していない点を除き、第１実施形
態と同様の回路構成である。そして、第２実施形態に係る低温側熱媒体回路３０は、低温
側回収部３５を有している点を除き、第１実施形態と同様の回路構成である。
【０２１１】
　従って、第２実施形態に係るヒートポンプシステム１は、第１実施形態と同様の制御を
行うことで、冷房モード、暖房モード、除湿暖房モードを実現することができる。当該ヒ
ートポンプシステム１において、冷房モード、暖房モード、除湿暖房モードで作動する際
に、圧縮機１１が作動される。
【０２１２】
　これにより、第２実施形態に係るヒートポンプシステム１によれば、何れの運転モード
においても、低温側回収部３５にて、圧縮機１１の排熱を低温側熱媒体で吸熱して回収す
ることができ、低温側回収部３５内の蓄熱材にて圧縮機１１の排熱を蓄熱することができ
る。
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【０２１３】
　つまり、当該ヒートポンプシステム１によれば、低温側回収部３５の低温側熱媒体や蓄
熱材によって、圧縮機１１の排熱を回収して蓄熱しておくことで、圧縮機１１の排熱を無
駄にすることなく、ヒートポンプサイクル１０を介して有効に活用することができる。
【０２１４】
　低温側熱媒体回路３０において、低温側分岐部３６ａ及び低温側合流部３７ａが、チラ
ー１８における水通路の入口側に配置されている。即ち、チラー１８に流入する低温側熱
媒体の温度を圧縮機１１の排熱によって高めることができる。
【０２１５】
　この結果、第２実施形態に係るヒートポンプシステム１によれば、暖房モードや除湿暖
房モードにおいて、圧縮機１１の排熱を有効に活用して、チラー１８における吸熱量を増
加させることができる。
【０２１６】
　以上説明したように、第２実施形態に係るヒートポンプシステム１によれば、ヒートポ
ンプサイクル１０の冷媒回路を切り替えることによって、複数の運転モードの内、冷房モ
ード、暖房モード、除湿暖房モードを実現することができ、車室内の快適な空調を行うこ
とができる。
【０２１７】
　そして、当該ヒートポンプサイクル１０では、同一の熱交換器へ高圧冷媒を流入させる
冷媒回路と低圧冷媒を流入させる冷媒回路とを切り替えることがない。つまり、いずれの
冷媒回路に切り替えても室内蒸発器１６及びチラー１８へ高圧冷媒を流入させる必要がな
いので、サイクル構成の複雑化を招くことなく簡素な構成で冷媒回路を切り替えることが
できる。
【０２１８】
　この運転モードの何れにおいても、ヒートポンプサイクル１０における圧縮機１１が作
動される為、圧縮機１１の排熱が発生する。当該ヒートポンプシステム１によれば、低温
側熱媒体回路３０の低温側回収部３５を介して、圧縮機１１の排熱を回収して、低温側熱
媒体回路３０にて利用することができる。
【０２１９】
　当該ヒートポンプシステム１において、低温側熱媒体回路３０は、本発明における低温
側熱受容部に相当し、低温側回収部３５は、本発明における回収部に相当している。
【０２２０】
　このように構成することで、当該ヒートポンプシステム１は、低温側回収部３５におけ
る圧縮機１１の排熱の回収、回収した熱の輸送や、低温側熱媒体回路３０における回収し
た熱の利用に際して、低温側熱媒体を介在させることができ、より効率良く、圧縮機１１
の発熱を取り扱うことができる。
【０２２１】
　そして、低温側熱媒体回路３０は、車載機器３２を有しており、作動に伴い生じる車載
機器３２の熱を低温側熱媒体に吸熱させ、車載機器３２を冷却することができる。即ち、
当該ヒートポンプシステム１によれば、ヒートポンプサイクル１０及び低温側熱媒体回路
３０を用いることで、車載機器３２の温度調整を行いつつ、車載機器３２に生じた熱を有
効に活用することができる。
【０２２２】
　又、低温側熱媒体回路３０は、低温側ラジエータ３３を有しており、外気の有する熱を
低温側熱媒体に吸熱させることができる。これにより、当該ヒートポンプシステム１は、
外気を熱源として利用することができる。
【０２２３】
　そして、チラー１８における水通路の入口側に低温側分岐部３６ａ及び低温側合流部３
７ａが配置されている為、低温側回収部３５は、低温側熱媒体回路３０において、チラー
１８における水通路の入口側に配置されている。
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【０２２４】
　これにより、当該ヒートポンプシステム１によれば、圧縮機１１の排熱を回収した低温
側熱媒体がチラー１８に流入することになる為、チラー１８における吸熱量を増大させる
ことができる。
【０２２５】
　図７に示すように、第２実施形態に係るヒートポンプシステム１において、ヒートポン
プサイクル１０は、室内蒸発器１６と、チラー１８とを有している。室内蒸発器１６は、
冷却用膨張弁１５ａで減圧された冷媒と送風空気との熱交換により蒸発させ、送風空気か
ら吸熱して冷却する。チラー１８は、吸熱用膨張弁１５ｂで減圧された冷媒と低温側熱媒
体回路３０の低温側熱媒体との熱交換により、低温側熱媒体から吸熱する。
【０２２６】
　当該ヒートポンプシステム１によれば、ヒートポンプサイクル１０にこれらの２つの吸
熱器を配置することで、例えば、低温側熱媒体と送風空気のような異なる２つの熱媒体と
冷媒との熱交換を可能にすることができ、種々の用途に対応することができる。
【０２２７】
　更に、第２実施形態に係るヒートポンプシステム１の低温側熱媒体回路３０において、
低温側回収部３５は、第１実施形態に係る高温側回収部２５と同様に、収容部の内部に複
数の蓄熱材を配置して構成されている。即ち、第２実施形態に係る低温側回収部３５は、
本発明に係る蓄熱部の機能を有している。
【０２２８】
　当該ヒートポンプシステム１によれば、低温側回収部３５の収容部に配置された蓄熱材
に対して、圧縮機１１の排熱を蓄熱しておくことができ、低温側熱媒体の温度が予め定め
られていた温度よりも低下すると、蓄熱していた熱を低温側熱媒体に放熱させることがで
きる。
【０２２９】
　従って、当該ヒートポンプシステム１によれば、低温側熱媒体の温度状況に応じて、蓄
熱部４０に蓄えられていた熱を、低温側熱媒体回路３０にて利用することができる。つま
り、当該ヒートポンプシステム１は、低温側熱媒体の状況に応じて、圧縮機１１の排熱を
柔軟に活用することができる。
【０２３０】
　（変形例）
　第２実施形態に係るヒートポンプシステム１は、ヒートポンプサイクル１０と、高温側
熱媒体回路２０と、低温側熱媒体回路３０とを有していたが、この構成に限定されるもの
ではない。即ち、図８に示すように、第２実施形態に係るヒートポンプシステム１にて、
高温側熱媒体回路２０を廃止した構成にすることができる。
【０２３１】
　この場合、ヒートポンプサイクル１０における水－冷媒熱交換器１２に替えて、室内凝
縮器１２ａが配置される。当該室内凝縮器１２ａは、室内空調ユニット５０のケーシング
５１内であって、第１実施形態におけるヒータコア２２と同様の位置に配置されている。
【０２３２】
　当該室内凝縮器１２ａは、少なくとも暖房モード及び除湿暖房モード時に、送風機５２
にて送風された送風空気に対して、高圧冷媒の有する熱を放熱し送風空気を加熱する熱交
換器である。
【０２３３】
　図８に示すように、当該変形例に係るヒートポンプシステム１は、車載機器３２の温度
調整機能を有しており、車室内の空調機能のうち、暖房モード及び除湿暖房モードを実現
することができる。当該変形例におけるヒートポンプサイクル１０及び低温側熱媒体回路
３０の制御内容については、既に説明済みである為、その説明を省略する。
【０２３４】
　従って、変形例に係るヒートポンプシステム１は、上述した第２実施形態と共通の構成



(26) JP 2019-100688 A 2019.6.24

10

20

30

40

50

及び作動から奏される作用効果を、第２実施形態と同様に得ることができる。即ち、当該
ヒートポンプシステム１は、低温側熱媒体回路３０及び低温側回収部３５を用いて、圧縮
機１１の排熱を回収して有効に活用することができる。
【０２３５】
　（第３実施形態）
　次に、上述した各実施形態とは異なる第３実施形態について、図９を参照しつつ説明す
る。
【０２３６】
　第３実施形態に係るヒートポンプシステム１は、上述した各実施形態と同様に、電気自
動車に搭載されている。図９に示すように、当該ヒートポンプシステム１は、ヒートポン
プサイクル１０と、高温側熱媒体回路２０と、低温側熱媒体回路３０とを有しており、更
に、室内空調ユニット５０と、制御装置６０等を有している。
【０２３７】
　第３実施形態においては、高温側熱媒体回路２０及び低温側熱媒体回路３０の構成が相
違している。即ち、第３実施形態において、ヒートポンプサイクル１０、室内空調ユニッ
ト５０、制御装置６０に係る構成は上述した実施形態と同様である。
【０２３８】
　第３実施形態に係る高温側熱媒体回路２０は、上述した実施形態と同様に、高温側熱媒
体ポンプ２１と、ヒータコア２２と、高温側ラジエータ２３と、高温側流量調整弁２４と
を有しており、高温側熱媒体回路２０の循環回路に係る構成は同様である。
【０２３９】
　第３実施形態に係る高温側熱媒体回路２０は、第１実施形態と同様に、高温側回収部２
５を有している。当該高温側回収部２５は、収容部２５ａと、高温側流入配管２６と、高
温側流出配管２７とを有している。
【０２４０】
　図９に示すように、第３実施形態に係る高温側回収部２５の収容部２５ａは、圧縮機１
１の外表面の半分程を覆うように構成されており、その内部に複数の蓄熱材２５ｂが配置
されている。第３実施形態に係る高温側回収部２５の蓄熱材は、基本的に、第１実施形態
における蓄熱材２５ｂと同様の構成である。
【０２４１】
　そして、第３実施形態において、高温側分岐部２６ａ及び高温側合流部２７ａは、高温
側熱媒体回路２０において、水－冷媒熱交換器１２における水通路の入口側に配置されて
いる。従って、水－冷媒熱交換器１２における水通路の入口側において、高温側熱媒体が
高温側流入配管２６を介して、高温側回収部２５の収容部へ流入し、圧縮機１１の排熱を
吸熱する。
【０２４２】
　そして、圧縮機１１の排熱を吸熱した高温側熱媒体は、高温側流出配管２７を介して流
出し、高温側合流部２７ａにて合流して水－冷媒熱交換器１２へ流入する。従って、第３
実施形態においても、高温側回収部２５は、高温側熱媒体を介して、圧縮機１１の排熱の
一部を回収して、高温側熱媒体回路２０に受容させることができる。
【０２４３】
　又、第３実施形態に係る低温側熱媒体回路３０は、上述した実施形態と同様に、低温側
熱媒体ポンプ３１と、車載機器３２と、低温側ラジエータ３３と、低温側流量調整弁３４
とを有しており、低温側熱媒体回路３０の循環回路としての構成は同様である。
【０２４４】
　そして、第３実施形態に係る低温側熱媒体回路３０は、第２実施形態と同様に、低温側
回収部３５を有している。当該低温側回収部３５は、収容部と、低温側流入配管３６と、
低温側流出配管３７とを有している。
【０２４５】
　第３実施形態に係る低温側回収部３５の収容部は、圧縮機１１の外表面のうち、高温側
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回収部２５の収容部２５ａで覆われていない部分（即ち、圧縮機１１の外表面における残
りの半分程）を覆うように構成されており、その内部に複数の蓄熱材が配置されている。
第３実施形態に係る低温側回収部３５の蓄熱材は、基本的に、第２実施形態における蓄熱
材と同様の構成である。
【０２４６】
　そして、第３実施形態において、低温側分岐部３６ａ及び低温側合流部３７ａは、低温
側熱媒体回路３０において、チラー１８における水通路の入口側に配置されている。従っ
て、チラー１８における水通路の入口側において、低温側熱媒体が低温側流入配管３６を
介して、低温側回収部３５の収容部へ流入し、圧縮機１１の排熱を吸熱する。
【０２４７】
　そして、圧縮機１１の排熱を吸熱した低温側熱媒体は、低温側流出配管３７を介して流
出し、低温側合流部３７ａにて合流してチラー１８へ流入する。従って、第３実施形態に
おいても、低温側回収部３５は、低温側熱媒体を介して、圧縮機１１の排熱の一部を回収
して、低温側熱媒体回路３０に受容させることができる。
【０２４８】
　続いて、第３実施形態におけるヒートポンプシステム１の作動について説明する。第３
実施形態に係るヒートポンプシステム１においても、上述した実施形態と同様に、複数の
運転モードから適宜運転モードを切り替えることができる。これらの運転モードの切り替
えは、制御装置６０に予め記憶された制御プログラムが実行されることで行われる。
【０２４９】
　図９からわかるように、第３実施形態に係るヒートポンプサイクル１０は、上述した実
施形態におけるヒートポンプサイクル１０と同様の回路構成である。又、第３実施形態に
係る高温側熱媒体回路２０は、第１実施形態と同様の回路構成である。そして、第３実施
形態に係る低温側熱媒体回路３０は、第２実施形態と同様の回路構成である。
【０２５０】
　従って、第３実施形態に係るヒートポンプシステム１は、上述した実施形態と同様の制
御を行うことで、冷房モード、暖房モード、除湿暖房モードを実現することができる。当
該ヒートポンプシステム１において、冷房モード、暖房モード、除湿暖房モードで作動す
る際に、圧縮機１１が作動される。
【０２５１】
　これにより、第３実施形態に係るヒートポンプシステム１によれば、何れの運転モード
においても、高温側回収部２５にて、圧縮機１１の排熱を高温側熱媒体で吸熱して回収す
ると共に、低温側回収部３５にて、圧縮機１１の排熱を低温側熱媒体で吸熱して回収する
ことができる。
【０２５２】
　そして、当該ヒートポンプシステム１によれば、高温側回収部２５内の蓄熱材にて、圧
縮機１１の排熱を蓄熱しておき、高温側熱媒体の温度状況に応じて、蓄熱していた熱を活
用することができる。同時に、当該ヒートポンプシステム１は、低温側回収部３５内の蓄
熱材にて、圧縮機１１の排熱を蓄熱することができ、低温側熱媒体の温度状況に応じて、
蓄熱していた熱を活用することができる。
【０２５３】
　つまり、第３実施形態に係るヒートポンプシステム１によれば、高温側熱媒体回路２０
と低温側熱媒体回路３０において、圧縮機１１の排熱を無駄にすることなく、それぞれ、
ヒートポンプサイクル１０を介して有効に活用することができる。
【０２５４】
　高温側熱媒体回路２０側では、高温側熱媒体の温度は、高温側回収部２５にて回収した
圧縮機１１の排熱によって上昇する。つまり、当該ヒートポンプシステム１によれば、暖
房モードや除湿暖房モードにおける熱源として、水－冷媒熱交換器１２における高圧冷媒
の熱に加えて、圧縮機１１の排熱を利用することができるので、暖房モードや除湿暖房モ
ード時におけるヒートポンプシステム１の暖房能力を向上させることができる。
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【０２５５】
　又、低温側熱媒体回路３０側においては、チラー１８に流入する低温側熱媒体の温度が
低温側回収部３５で回収された圧縮機１１の排熱によって高められる。当該ヒートポンプ
システム１によれば、暖房モードや除湿暖房モードにおいて、圧縮機１１の排熱を有効に
活用して、チラー１８における吸熱量を増加させることができる。
【０２５６】
　以上説明したように、第３実施形態に係るヒートポンプシステム１によれば、上述した
第１実施形態及び第２実施形態と共通の構成及び作動から奏される作用効果を、第１実施
形態及び第２実施形態と同様に得ることができる。
【０２５７】
　即ち、当該ヒートポンプシステム１は、高温側熱媒体回路２０及び高温側回収部２５を
用いて圧縮機１１の排熱を回収して、高温側熱媒体回路２０にて有効に活用することがで
きる。同時に、当該ヒートポンプシステム１は、低温側熱媒体回路３０及び低温側回収部
３５を用いて圧縮機１１の排熱を回収して、低温側熱媒体回路３０にて有効に活用するこ
とができる。
【０２５８】
　又、当該ヒートポンプシステム１によれば、高温側熱媒体回路２０側における圧縮機１
１の排熱の活用と、低温側熱媒体回路３０側における圧縮機１１の排熱の活用とを並行し
て実現することができるので、圧縮機１１の排熱をより有効に活用することができる。
【０２５９】
　（第４実施形態）
　次に、上述した各実施形態とは異なる第４実施形態について、図１０を参照しつつ説明
する。
【０２６０】
　第４実施形態に係るヒートポンプシステム１は、上述した各実施形態と同様に、電気自
動車に搭載されている。図１０に示すように、当該ヒートポンプシステム１は、ヒートポ
ンプサイクル１０と、高温側熱媒体回路２０と、低温側熱媒体回路３０とを有しており、
更に、室内空調ユニット５０と、制御装置６０等を有している。
【０２６１】
　第４実施形態においては、ヒートポンプサイクル１０の構成が相違している。即ち、第
４実施形態において、高温側熱媒体回路２０、低温側熱媒体回路３０、室内空調ユニット
５０、制御装置６０に係る構成は上述した第１実施形態と同様である。
【０２６２】
　図１０に示すように、第４実施形態に係るヒートポンプサイクル１０においては、冷却
用膨張弁１５ａ、吸熱用膨張弁１５ｂ、室内蒸発器１６、チラー１８の配置が上述した第
１実施形態と異なっている。即ち、第４実施形態においても、圧縮機１１の吐出口には、
水－冷媒熱交換器１２の冷媒通路の入口側が接続されている。
【０２６３】
　水－冷媒熱交換器１２の冷媒出口側には、冷却用膨張弁１５ａが接続されている。冷却
用膨張弁１５ａは、第１実施形態と同様に、電気式膨張弁によって構成されており、全開
機能と全閉機能とを有している。当該冷却用膨張弁１５ａは、冷媒を減圧させる減圧部と
しての機能と、冷媒回路を切り替える回路切替部としての機能とを兼ね備えている。
【０２６４】
　第４実施形態において、冷却用膨張弁１５ａの出口には、三方弁１６ｂを介して、室内
蒸発器１６の冷媒入口側が接続されている。室内蒸発器１６は、低圧冷媒と送風空気とを
熱交換させて低圧冷媒を蒸発させ、送風空気を冷却する冷却用蒸発器である。
【０２６５】
　図１０に示すように、室内蒸発器１６の冷媒出口には、吸熱用膨張弁１５ｂが接続され
ている。当該吸熱用膨張弁１５ｂは、第１実施形態と同様に、電気式膨張弁によって構成
されており、全開機能と全閉機能とを有している。吸熱用膨張弁１５ｂは、冷媒を減圧さ
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せる減圧部としての機能と、冷媒回路を切り替える回路切替部としての機能とを兼ね備え
ている。
【０２６６】
　ここで、冷却用膨張弁１５ａの出口から室内蒸発器１６の冷媒入口側の間には、三方弁
１６ｂが配置されている。三方弁１６ｂにおける一つの流出口には、バイパス流路１６ａ
が接続されている。当該バイパス流路１６ａの他端側は、室内蒸発器１６の冷媒出口側か
ら吸熱用膨張弁１５ｂの入口までの間に接続されている。
【０２６７】
　従って、三方弁１６ｂの作動を制御することによって、冷媒が室内蒸発器１６を通過す
る流路と、冷媒が室内蒸発器１６を迂回する流路とを切り替えることができる。当該三方
弁１６ｂは、回路切替制御部６０ｂによって制御される。
【０２６８】
　そして、吸熱用膨張弁１５ｂの出口には、チラー１８の冷媒入口側が接続されている。
チラー１８は、暖房モード時や除湿暖房モード時等において、吸熱用膨張弁１５ｂにて減
圧された低圧冷媒と、低温側熱媒体回路３０の低温側熱媒体とを熱交換させ、低圧冷媒を
蒸発させて冷媒に吸熱作用を発揮させる吸熱用蒸発器である。
【０２６９】
　そして、チラー１８の冷媒出口側には、圧縮機１１の吸入口側が接続されている。つま
り、第４実施形態に係るヒートポンプサイクル１０では、室内蒸発器１６とチラー１８が
直列的に接続されている。尚、第４実施形態に係るヒートポンプシステム１の制御系につ
いても、基本的に第１実施形態と同様である為、その説明を省略する。
【０２７０】
　続いて、第４実施形態におけるヒートポンプシステム１の作動について説明する。当該
ヒートポンプシステム１は、上述した実施形態と同様に、予め記憶された空調制御プログ
ラムに従って、冷房モード、暖房モード、除湿暖房モードを切り替える。
【０２７１】
　以下に、第４実施形態に係る冷房モードにおける作動、暖房モードにおける作動、除湿
暖房モードにおける作動について説明する。
【０２７２】
　（ａ）冷房モード
　当該冷房モードでは、制御装置６０が、冷却用膨張弁１５ａを所定の絞り開度で開き、
吸熱用膨張弁１５ｂを全開状態とする。又、三方弁１６ｂは、バイパス流路１６ａを閉塞
するように制御される。この結果、冷却用膨張弁１５ａから流出した冷媒は室内蒸発器１
６に流入する。
【０２７３】
　従って、第４実施形態に係る冷房モードのヒートポンプサイクル１０では、圧縮機１１
→水－冷媒熱交換器１２→冷却用膨張弁１５ａ→三方弁１６ｂ→室内蒸発器１６→吸熱用
膨張弁１５ｂ→チラー１８→圧縮機１１の順で冷媒が循環する蒸気圧縮式の冷凍サイクル
が構成される。
【０２７４】
　そして、このサイクル構成で、制御装置６０は、目標吹出温度ＴＡＯ、センサ群の検出
信号に基づいて、出力側に接続された各種制御対象機器の作動を制御する。
【０２７５】
　例えば、制御装置６０は、第１実施形態と同様に、高温側熱媒体回路２０における高温
側熱媒体ポンプ２１及び高温側流量調整弁２４の作動を制御する。これにより、高温側熱
媒体回路２０では、水－冷媒熱交換器１２の水通路から流出した高温側熱媒体の全流量が
高温側ラジエータ２３へ流入する状態となる。
【０２７６】
　又、当該制御装置６０は、低温側熱媒体回路３０における低温側熱媒体ポンプ３１及び
低温側流量調整弁３４についても、第１実施形態と同様に制御する。尚、当該制御装置６
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０は、その他の各種制御対象機器についても、適宜その作動を制御する。
【０２７７】
　従って、第４実施形態においても、冷房モードのヒートポンプサイクル１０では、圧縮
機１１から吐出された高圧冷媒が、水－冷媒熱交換器１２へ流入する。水－冷媒熱交換器
１２では、高温側熱媒体ポンプ２１が作動しているので、高圧冷媒と高温側熱媒体が熱交
換して、高圧冷媒が冷却されて凝縮し、高温側熱媒体が加熱される。
【０２７８】
　高温側熱媒体回路２０では、水－冷媒熱交換器１２にて加熱された高温側熱媒体が、高
温側流量調整弁２４を介して、高温側ラジエータ２３へ流入する。高温側ラジエータ２３
へ流入した高温側熱媒体は、外気と熱交換して放熱する。これにより、高温側熱媒体が冷
却される。高温側ラジエータ２３にて冷却された高温側熱媒体は、高温側熱媒体ポンプ２
１に吸入されて再び水－冷媒熱交換器１２の水通路へ圧送される。
【０２７９】
　水－冷媒熱交換器１２の冷媒通路にて冷却された高圧冷媒は、冷却用膨張弁１５ａへ流
入して減圧される。冷却用膨張弁１５ａの絞り開度は、室内蒸発器１６の出口側の冷媒の
過熱度が概ね３℃となるように調整される。
【０２８０】
　冷却用膨張弁１５ａにて減圧された低圧冷媒は、室内蒸発器１６へ流入する。室内蒸発
器１６へ流入した冷媒は、送風機５２から送風された送風空気から吸熱して蒸発する。こ
れにより、熱交換対象流体である送風空気が冷却される。
【０２８１】
　室内蒸発器１６から流出した冷媒は、吸熱用膨張弁１５ｂで減圧されることなく、チラ
ー１８へ流入する。そして、当該冷媒は、チラー１８においてほとんど熱交換することな
く、圧縮機１１へ吸入されて再び圧縮される。
【０２８２】
　従って、第４実施形態における冷房モードでは、室内蒸発器１６にて冷却された送風空
気を車室内へ吹き出すことによって、車室内の冷房を行うことができる。
【０２８３】
　第４実施形態に係る冷房モードにおいても、圧縮機１１の作動に伴い、圧縮機１１の排
熱が発生する。上述した実施形態と同様に、高温側回収部２５では、圧縮機１１の排熱を
高温側熱媒体で吸熱して回収することができ、更に、蓄熱材２５ｂにて圧縮機１１の排熱
を蓄熱しておくことができる。
【０２８４】
　つまり、当該ヒートポンプシステム１によれば、高温側回収部２５の高温側熱媒体や蓄
熱材２５ｂによって、圧縮機１１の排熱を回収して蓄熱しておき、適宜利用することがで
きる。
【０２８５】
　（ｂ）暖房モード
　暖房モードにおいて、当該制御装置６０は、冷却用膨張弁１５ａを全開とし、吸熱用膨
張弁１５ｂを所定の絞り開度で開く。この時、三方弁１６ｂは、バイパス流路１６ａを全
開にするように制御される。これにより、冷却用膨張弁１５ａを通過した冷媒は、室内蒸
発器１６に流入することなく、バイパス流路１６ａを介して、吸熱用膨張弁１５ｂに流入
する。
【０２８６】
　従って、暖房モードのヒートポンプサイクル１０では、圧縮機１１→水－冷媒熱交換器
１２→三方弁１６ｂ→バイパス流路１６ａ→吸熱用膨張弁１５ｂ→チラー１８→圧縮機１
１の順で冷媒が循環する蒸気圧縮式の冷凍サイクルが構成される。つまり、暖房モードで
は、チラー１８で吸熱した熱を利用して送風空気を加熱することを目的とした冷媒回路に
切り替えられる。
【０２８７】
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　そして、このサイクル構成で、制御装置６０は、目標吹出温度ＴＡＯ、センサ群の検出
信号に基づいて、出力側に接続された各種制御対象機器の作動を制御する。例えば、吸熱
用膨張弁１５ｂの絞り開度は、目標吹出温度ＴＡＯ等に基づいて、暖房モードに関する制
御マップを参照して定められる。
【０２８８】
　又、制御装置６０は、第１実施形態と同様に、高温側熱媒体回路２０における高温側熱
媒体ポンプ２１及び高温側流量調整弁２４の作動を制御する。これにより、高温側熱媒体
回路２０では、水－冷媒熱交換器１２の水通路から流出した高温側熱媒体の全流量がヒー
タコア２２へ流入する状態となる。
【０２８９】
　又、当該制御装置６０は、低温側熱媒体回路３０における低温側熱媒体ポンプ３１及び
低温側流量調整弁３４についても、第１実施形態と同様に制御する。尚、当該制御装置６
０は、その他の各種制御対象機器についても、適宜その作動を制御する。
【０２９０】
　暖房モードのヒートポンプサイクル１０では、圧縮機１１から吐出された高圧冷媒が、
水－冷媒熱交換器１２へ流入する。水－冷媒熱交換器１２では、高温側熱媒体ポンプ２１
が作動しているので、高圧冷媒と高温側熱媒体が熱交換して、高圧冷媒が冷却されて凝縮
し、高温側熱媒体が加熱される。
【０２９１】
　高温側熱媒体回路２０では、水－冷媒熱交換器１２にて加熱された高温側熱媒体が、高
温側流量調整弁２４を介して、ヒータコア２２へ流入する。ヒータコア２２へ流入した高
温側熱媒体は、エアミックスドア５４がヒータコア２２側の通風路を全開としているので
、室内蒸発器１６を通過した送風空気と熱交換して放熱する。
【０２９２】
　これにより、熱交換対象流体である送風空気が加熱されて、送風空気の温度が目標吹出
温度ＴＡＯに近づく。ヒータコア２２から流出した高温側熱媒体は、高温側熱媒体ポンプ
２１に吸入されて再び水－冷媒熱交換器１２の水通路へ圧送される。
【０２９３】
　水－冷媒熱交換器１２の冷媒通路から流出した高圧冷媒は、冷却用膨張弁１５ａへ流入
する。この時、冷却用膨張弁１５ａが全開となっている為、高圧冷媒は減圧されることな
く、三方弁１６ｂに流入してバイパス流路１６ａを流通する。従って、暖房モードにおい
て、高圧冷媒は、室内蒸発器１６を迂回して吸熱用膨張弁１５ｂに流入する。
【０２９４】
　そして、吸熱用膨張弁１５ｂに流入した高圧冷媒は、所定の絞り開度に制御されている
為、低圧冷媒となるまで減圧される。吸熱用膨張弁１５ｂにて減圧された低圧冷媒は、チ
ラー１８へ流入する。
【０２９５】
　ここで、低温側熱媒体回路３０では、低温側熱媒体ポンプ３１の作動によって、低温側
熱媒体が循環回路を循環している。当該低温側熱媒体は、車載機器３２の水通路を通過す
る際に、車載機器３２に生じている熱を吸熱している。
【０２９６】
　又、低温側熱媒体は、低温側ラジエータ３３を通過する際に、外気ファンによって送風
される外気から吸熱している。つまり、低温側熱媒体は、車載機器３２や低温側ラジエー
タ３３にて吸熱した状態で、チラー１８の水通路に流入している。
【０２９７】
　従って、チラー１８に流入した低圧冷媒は、車載機器３２の熱や外気の熱を有する低温
側熱媒体から吸熱して蒸発する。チラー１８から流出した冷媒は、そのまま圧縮機１１へ
吸入されて再び圧縮される。
【０２９８】
　従って、暖房モードでは、ヒータコア２２で送風空気を加熱して車室内へ吹き出すこと
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によって、車室内の暖房を行うことができる。即ち、当該ヒートポンプシステム１は、暖
房モードにおいて、低温側熱媒体回路３０にて車載機器３２又は外気から吸熱した熱を、
ヒートポンプサイクル１０で汲み上げて、高温側熱媒体回路２０を介して、送風空気の加
熱に利用することができる。
【０２９９】
　そして、第４実施形態に係る暖房モードにおいても、ヒートポンプサイクル１０におけ
る圧縮機１１の作動が必要となり、圧縮機１１の排熱が発生する。当該ヒートポンプシス
テム１は、高温側熱媒体回路２０の高温側回収部２５にて、高温側熱媒体を介して、圧縮
機１１の排熱を回収することができる。
【０３００】
　第４実施形態に係るヒートポンプシステム１によれば、第１実施形態と同様に、低温側
熱媒体回路３０から汲み上げた熱を含む高圧冷媒の熱に加え、圧縮機１１の排熱を利用し
て、高温側熱媒体回路２０の高温側熱媒体を加熱し、ヒータコア２２にて送風空気へ放熱
させることができる。
【０３０１】
　これにより、当該ヒートポンプシステム１は、暖房モードにおける熱源として、水－冷
媒熱交換器１２における高圧冷媒の熱に加えて、圧縮機１１の排熱を利用することができ
るので、ヒートポンプシステム１における暖房能力を向上させることができる。
【０３０２】
　（ｃ）除湿暖房モード
　除湿暖房モードにおいて、当該制御装置６０は、冷却用膨張弁１５ａ及び吸熱用膨張弁
１５ｂをそれぞれ所定の絞り開度で開く。この時、三方弁１６ｂは、バイパス流路１６ａ
を閉塞するように制御される。これにより、冷却用膨張弁１５ａを通過した冷媒は、バイ
パス流路１６ａに流入することなく、室内蒸発器１６に流入する。
【０３０３】
　従って、除湿暖房モードのヒートポンプサイクル１０では、圧縮機１１→水－冷媒熱交
換器１２→冷却用膨張弁１５ａ→三方弁１６ｂ→室内蒸発器１６→吸熱用膨張弁１５ｂ→
チラー１８→圧縮機１１の順で冷媒が循環する蒸気圧縮式の冷凍サイクルが構成される。
【０３０４】
　つまり、除湿暖房モードでは、室内蒸発器１６にて冷却された送風空気を、チラー１８
で吸熱した熱を利用して加熱することを目的とした冷媒回路に切り替えられる。
【０３０５】
　そして、このサイクル構成で、制御装置６０は、目標吹出温度ＴＡＯ、センサ群の検出
信号に基づいて、出力側に接続された各種制御対象機器の作動を制御する。例えば、冷却
用膨張弁１５ａ、吸熱用膨張弁１５ｂの絞り開度は、目標吹出温度ＴＡＯ等に基づいて、
それぞれ除湿暖房モードに関する制御マップを参照して定められる。
【０３０６】
　又、制御装置６０は、第１実施形態と同様に、高温側熱媒体回路２０における高温側熱
媒体ポンプ２１及び高温側流量調整弁２４の作動を制御する。又、当該制御装置６０は、
低温側熱媒体回路３０における低温側熱媒体ポンプ３１及び低温側流量調整弁３４につい
ても、第１実施形態と同様に制御する。尚、当該制御装置６０は、その他の各種制御対象
機器についても、適宜その作動を制御する。
【０３０７】
　除湿暖房モードのヒートポンプサイクル１０では、圧縮機１１から吐出された高圧冷媒
が、水－冷媒熱交換器１２へ流入する。水－冷媒熱交換器１２では、高温側熱媒体ポンプ
２１が作動しているので、高圧冷媒と高温側熱媒体が熱交換して、高圧冷媒が冷却されて
凝縮し、高温側熱媒体が加熱される。
【０３０８】
　高温側熱媒体回路２０では、水－冷媒熱交換器１２にて加熱された高温側熱媒体が、高
温側流量調整弁２４を介して、ヒータコア２２へ流入する。ヒータコア２２へ流入した高
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温側熱媒体は、エアミックスドア５４がヒータコア２２側の通風路を全開としているので
、室内蒸発器１６を通過した送風空気と熱交換して放熱する。
【０３０９】
　これにより、熱交換対象流体である送風空気が加熱されて、送風空気の温度が目標吹出
温度ＴＡＯに近づく。ヒータコア２２から流出した高温側熱媒体は、高温側熱媒体ポンプ
２１に吸入されて再び水－冷媒熱交換器１２の水通路へ圧送される。
【０３１０】
　又、高温側流量調整弁２４の作動によって、高温側熱媒体の一部は、高温側ラジエータ
２３に流入する。高温側ラジエータ２３へ流入した高温側熱媒体は、外気と熱交換して放
熱する。当該高温側熱媒体は、高温側熱媒体ポンプ２１に吸入されて再び水－冷媒熱交換
器１２の水通路へ圧送される。
【０３１１】
　水－冷媒熱交換器１２の冷媒通路から流出した高圧冷媒は、冷却用膨張弁１５ａへ流入
して減圧される。冷却用膨張弁１５ａにて減圧された低圧冷媒は、三方弁１６ｂを通過し
て室内蒸発器１６へ流入し、送風機５２から送風された送風空気から吸熱して蒸発する。
これにより、熱交換対象流体である送風空気が冷却される。
【０３１２】
　そして、室内蒸発器１６から流出した低圧冷媒は、吸熱用膨張弁１５ｂへ流入して更に
減圧される。吸熱用膨張弁１５ｂにて減圧された低圧冷媒は、チラー１８へ流入する。
【０３１３】
　ここで、除湿暖房モードにおいても、低温側熱媒体回路３０では、低温側熱媒体ポンプ
３１の作動によって、低温側熱媒体が循環回路を循環している。当該低温側熱媒体は、車
載機器３２の水通路を通過する際に、車載機器３２に生じている熱を吸熱している。
【０３１４】
　又、低温側熱媒体は、低温側ラジエータ３３を通過する際に、外気ファンによって送風
される外気から吸熱している。つまり、低温側熱媒体は、車載機器３２や低温側ラジエー
タ３３にて吸熱した状態で、チラー１８の水通路に流入している。
【０３１５】
　従って、チラー１８に流入した低圧冷媒は、車載機器３２の熱や外気の熱を有する低温
側熱媒体から吸熱して蒸発する。チラー１８から流出した冷媒は、そのまま圧縮機１１へ
吸入されて再び圧縮される。
【０３１６】
　従って、除湿暖房モードでは、室内蒸発器１６で冷却された送風空気を、ヒータコア２
２で加熱して車室内へ吹き出すことによって、車室内の除湿暖房を行うことができる。即
ち、当該ヒートポンプシステム１は、除湿暖房モードにおいても、低温側熱媒体回路３０
にて車載機器３２又は外気から吸熱した熱を、ヒートポンプサイクル１０で汲み上げて、
高温側熱媒体回路２０を介して、送風空気の加熱に利用することができる。
【０３１７】
　そして、当該除湿暖房モードにおいても、ヒートポンプサイクル１０における圧縮機１
１の作動が必要となり、圧縮機１１の排熱が発生する。当該ヒートポンプシステム１は、
高温側熱媒体回路２０の高温側回収部２５にて、高温側熱媒体を介して、圧縮機１１の排
熱を回収することができる。
【０３１８】
　当該ヒートポンプシステム１によれば、低温側熱媒体回路３０から汲み上げた熱を含む
高圧冷媒の熱に加え、圧縮機１１の排熱を用いて、高温側熱媒体回路２０の高温側熱媒体
を加熱し、室内蒸発器１６にて冷却された空気をヒータコア２２にて加熱することができ
る。
【０３１９】
　これにより、当該ヒートポンプシステム１は、除湿暖房モードにおける熱源として、水
－冷媒熱交換器１２における高圧冷媒の熱に加えて、圧縮機１１の排熱を利用することが
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できるので、除湿暖房モード時におけるヒートポンプシステム１の暖房能力を向上させる
ことができる。
【０３２０】
　以上説明したように、第４実施形態に係るヒートポンプシステム１によれば、上述した
第１実施形態と共通の構成及び作動から奏される作用効果を、第１実施形態と同様に得る
ことができる。
【０３２１】
　即ち、第４実施形態に係るヒートポンプシステム１は、ヒートポンプサイクル１０の構
成を室内蒸発器１６とチラー１８が直列に接続された構成とした場合であっても、高温側
熱媒体回路２０及び高温側回収部２５を用いて、圧縮機１１の排熱を回収して有効に活用
することができる。
【０３２２】
　尚、第４実施形態におけるヒートポンプサイクル１０では、暖房モード時等において室
内蒸発器１６での熱交換（即ち、送風空気の冷却）を抑制する為に、バイパス流路１６ａ
及び三方弁１６ｂを配置して、室内蒸発器１６を迂回させて冷媒を流す構成であったが、
この態様に限定されるものではない。
【０３２３】
　例えば、室内蒸発器１６における送風空気との熱交換を防止することができればよく、
送風空気の流路を切り替えて、送風空気が室内蒸発器１６を迂回するように構成しても良
い。具体的には、送風機５２と室内蒸発器１６の間に開閉可能なシャッター装置を配置す
ると共に、ケーシング５１において室内蒸発器１６を迂回するバイパス流路を形成しても
良い。
【０３２４】
　又、第４実施形態に係るヒートポンプシステム１は、第１実施形態におけるヒートポン
プサイクル１０の構成を変更した例であったが、第４実施形態に係るヒートポンプサイク
ル１０の構成を上述した実施形態等に適用することも可能である。即ち、第４実施形態に
係るヒートポンプサイクル１０を、図４～図６に示す第１実施形態の第１変形例～第３変
形例におけるヒートポンプサイクル１０に適用しても良い。
【０３２５】
　又、第４実施形態に係るヒートポンプサイクル１０を、図７、図８に示す第２実施形態
及びその変形例におけるヒートポンプサイクル１０に適用したり、図９に示す第３実施形
態に係るヒートポンプサイクル１０に適用したりすることも可能である。何れの場合につ
いても、上述した実施形態と共通の構成及び作動から奏される作用効果を、上述した実施
形態と同様に得ることができる。
【０３２６】
　（他の実施形態）
　以上、実施形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上述した実施形態に何ら限定さ
れるものではない。即ち、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変更が可能であ
る。例えば、上述した各実施形態を適宜組み合わせても良いし、上述した実施形態を種々
変形することも可能である。
【０３２７】
　（１）上述した実施形態においては、本発明における熱回収部としての高温側回収部２
５は、高温側分岐部２６ａにて高温側熱媒体を分岐させる高温側流入配管２６と、高温側
合流部２７ａにて高温側熱媒体を合流させる高温側流出配管２７とを有している。
【０３２８】
　又、低温側回収部３５は、低温側分岐部３６ａにて低温側熱媒体を分岐させる低温側流
入配管３６と、低温側合流部３７ａにて低温側熱媒体を合流させる低温側流出配管３７と
を有している。
【０３２９】
　即ち、上述した実施形態においては、熱回収部にて圧縮機１１の排熱を回収する為の熱
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媒体の流れと、熱媒体回路を循環する熱媒体の流れが並列になるように構成していたが、
この態様に限定されるものではない。例えば、熱媒体回路を流れる熱媒体の全量が熱回収
部の収容部に流入し、収容部にて圧縮機１１の排熱を回収した後、熱媒体回路の構成機器
に流入するように構成してもよい。
【０３３０】
　この構成を第２実施形態に適用した例を図１１に示す。図１１に示すように、低温側熱
媒体ポンプ３１の吐出口側には、低温側流入配管３６が接続されている。この時、第２実
施形態のように、低温側分岐部３６ａは配置されていない為、低温側熱媒体の全量が低温
側流入配管３６に流入する。
【０３３１】
　低温側流入配管３６は、低温側回収部３５の収容部に接続されている為、収容部に流入
した低温側熱媒体は圧縮機１１の排熱を吸熱して、低温側流出配管３７へ流出する。当該
低温側流出配管３７は、チラー１８における水通路の入口側に接続されている。
【０３３２】
　つまり、図１１に示す例によれば、低温側熱媒体回路３０における低温側熱媒体の全量
が、低温側流入配管３６、低温側流出配管３７を経由して、低温側回収部３５にて圧縮機
１１の排熱を吸熱する。このように構成した場合であっても、上述した各実施形態と同様
の効果を発揮する。
【０３３３】
　尚、図１１では、図７に示す第２実施形態に対して適用した場合について説明したが、
この態様に限定されるものではない、上述した各実施形態及び各変形例に対して適用する
ことも可能である。
【０３３４】
　（２）又、上述した実施形態における高温側熱媒体回路２０は、高温側熱媒体の流れに
関して、ヒータコア２２と高温側ラジエータ２３とを並列に接続していたが、この態様に
限定されるものではない。
【０３３５】
　例えば、高温側熱媒体回路２０として、図１２に示す構成を採用することも可能である
。図１２に示す高温側熱媒体回路２０において、高温側熱媒体ポンプ２１の吐出口側には
、水－冷媒熱交換器１２における水通路の入口側が接続されている。水－冷媒熱交換器１
２における水通路の出口側には、ヒータコア２２の入口側が接続されている。
【０３３６】
　ヒータコア２２の出口側には、高温側流量調整弁２４の流入口が接続されている。高温
側流量調整弁２４における流出口の一方には、高温側ラジエータ２３の入口側が接続され
ており、高温側流量調整弁２４における流出口の他方には、高温側バイパス流路２４ａが
接続されている。
【０３３７】
　高温側バイパス流路２４ａの他端側は、高温側ラジエータ２３の出口側に接続されてい
る。高温側バイパス流路２４ａの他端側と高温側ラジエータ２３の出口側は、高温側熱媒
体ポンプ２１の吸入口側に接続されている。
【０３３８】
　つまり、図１２に示すように、高温側熱媒体回路２０として、ヒータコア２２及び高温
側ラジエータ２３を直列的に接続した構成を採用することができる。上述した各実施形態
に係る高温側熱媒体回路２０を、図１２に示す構成とした場合であっても、各ヒートポン
プシステム１は、上述した実施形態と共通の構成及び作動から奏される作用効果を、各実
施形態と同様に得ることができる。
【０３３９】
　（３）そして、上述した実施形態においては、例えば、図２に示す高温側回収部２５の
ように、熱回収部を構成する収容部の内部に対して、複数の蓄熱材を配置することで蓄熱
部４０を構成していたが、この態様に限定されるものではない。本発明における蓄熱部４
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０は、圧縮機１１の排熱を蓄熱可能であれば様々な態様を採用することができる。
【０３４０】
　例えば、図２と同様に高温側回収部２５を例に挙げて説明する。図１３に示すように、
高温側回収部２５における高温側流出配管２７に蓄熱器４５を配置しても良い。当該蓄熱
器４５は、高温側流出配管２７が接続された容器４５ａと、容器４５ａ内に配置された複
数の蓄熱材４５ｂによって構成されている。当該蓄熱材４５ｂは、第１実施形態における
蓄熱材２５ｂと同様の構成である。
【０３４１】
　従って、図１１に示す構成によれば、高温側流入配管２６を流通した高温側熱媒体は、
収容部２５ａ内において、圧縮機１１の周囲を流れることで、圧縮機１１の排熱を吸熱す
る。そして、当該高温側熱媒体は、収容部２５ａから高温側流出配管２７へ流出する。
【０３４２】
　高温側流出配管２７を流通した高温側熱媒体は、蓄熱器４５の容器４５ａ内部に流入す
る。高温側熱媒体は、蓄熱器４５の容器４５ａにおいて、カプセル状の蓄熱材４５ｂの隙
間を通過して、高温側流出配管２７から高温側熱媒体回路２０へ流れていく。
【０３４３】
　この時、当該高温側熱媒体は、収容部２５ａ内にて圧縮機１１の排熱で加熱されている
為、蓄熱温度の条件を満たせば、蓄熱器４５における各蓄熱材４５ｂに圧縮機１１の排熱
を蓄熱させることができる。つまり、図１１に示す蓄熱器４５は、本発明における蓄熱部
として機能する。
【０３４４】
　尚、図１１では、蓄熱器４５を、高温側熱媒体回路２０における蓄熱部として採用した
場合について説明しているが、低温側熱媒体回路３０における蓄熱部として採用すること
も可能である。この場合、蓄熱器４５の容器４５ａは、低温側流出配管３７に配置するこ
とが望ましい。又、この場合における蓄熱材４５ｂとしては、第２実施形態に係る蓄熱材
が採用される。
【０３４５】
　（４）又、上述した実施形態においては、本発明に係る高温側熱受容部として、高温側
熱媒体回路２０を採用すると共に、本発明に係る低温側熱受容部として、低温側熱媒体回
路３０を採用していたが、この態様に限定されるものではない。
【０３４６】
　本発明に係る高温側熱受容部及び低温側熱受容部は、回収部によって回収された圧縮機
１１の排熱を受容可能であればよく、熱媒体回路に限定されるものではない。例えば、高
温側熱受容部や低温側熱受容部として、金属ブロック等を用いることも可能である。
【０３４７】
　（５）そして、上述した実施形態においては、図２、図１３に示すように、回収部を構
成する収容部２５ａの内部に、圧縮機１１の少なくとも一部を配置して、当該圧縮機１１
の周囲を流れる熱媒体によって圧縮機１１の排熱を回収していたが、この態様に限定され
るものではない。
【０３４８】
　例えば、本発明に係る回収部の構成として、圧縮機１１の外表面に対して熱媒体配管を
接触させるように配置して、熱媒体配管を介して、圧縮機１１の排熱を熱媒体に回収させ
るように構成することも可能である。
【０３４９】
　この時、圧縮機１１の排熱をより多く回収する為に、圧縮機１１の外表面と熱媒体配管
との接触面積を大きくすることが望ましい。例えば、圧縮機１１の外表面に対して熱媒体
配管を巻きつけるように配置しても良いし、圧縮機１１の外表面に対してサーペンタイン
状に熱媒体配管を配置しても良い。
【符号の説明】
【０３５０】
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　１　　　ヒートポンプシステム
　１０　　ヒートポンプサイクル
　１１　　圧縮機
　１２　　水－冷媒熱交換器
　１５ｂ　吸熱用膨張弁
　１８　　チラー
　２０　　高温側熱媒体回路
　２５　　高温側回収部
　３０　　低温側熱媒体回路
　３５　　低温側回収部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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